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は
じ
め
に

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
に
は
二
種
類
の
異
な
っ
た
文
体
（
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
）
に
な
る
本
文
が
あ
る
。
両

（1）

者
の
関
係
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
解
題
に
よ
る
と
、
大
江
周
房
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
和
化
漠
文
体
の
願
文
案
を
、
田
中
宗
清
の
講
に

（2）

よ
っ
て
藤
原
定
家
が
平
仮
名
交
り
文
に
書
き
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
前
稿
で
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
定
家
筆

漢
字
仮
名
交
り
文
の
訓
読
文
（
理
解
行
為
）
と
し
て
の
性
格
と
そ
の
特
徴
を
中
心
に
考
察
し
た
。
そ
の
考
察
で
明
ら
か
に
し
得
た
こ
と
を
簡
単

に
整
理
し
た
上
で
、
本
稿
の
目
的
と
問
題
の
所
在
を
示
し
て
お
き
た
い
。

両
者
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
表
記
上
の
訂
正
や
補
人
の
実
態
を
手
が
か
り
に
検
討
す
る
と
、
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
純
粋
な
表
現

行
為
に
よ
っ
て
の
み
記
さ
れ
た
文
書
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
周
房
の
和
化
漢
文
を
下
敷
き
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
手
許
に
見
な

が
ら
訓
読
す
る
と
い
う
作
業
（
理
解
行
為
）
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
訓
読
は
原
漢
字
文

に
補
足
的
に
訓
読
が
施
さ
れ
た
訓
点
資
料
の
よ
う
な
（
い
わ
ば
隷
属
的
な
）
訓
読
文
と
は
性
格
を
幾
分
異
に
す
る
部
分
も
指
摘
で
き
る
。
特
に
、

語
・
語
句
や
文
の
レ
ベ
ル
で
の
問
題
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
と
、
必
ず
し
も
原
漢
字
文
の
漢
字
に
即
し
た
忠
実
な
逐
字
・
逐
語
的
訓
読
（
い



わ
ば
直
訳
的
な
理
解
行
為
）
と
は
な
っ
て
い
な
い
情
況
が
あ
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
和
化
漢
文
の
内
容
に
は
沿
い
な
が
ら
、
日
本
語
文
と
し
て

の
文
脈
の
流
れ
や
意
味
が
よ
り
自
然
に
な
る
よ
う
な
表
現
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
見
得
る
。
定
家
が
和
化
漢
文
に
つ
い
て
の
自
ら
の
解
釈
を

示
し
、
定
家
の
考
え
る
日
本
語
の
文
章
と
し
て
よ
り
整
っ
た
表
現
に
す
る
こ
と
を
も
意
図
し
な
が
ら
の
表
現
行
為
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
基
本
的
に
は
理
解
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
表
現
主

体
の
表
現
行
為
・
意
識
を
も
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
訓
下
し
的
（
直
訳
的
）
な
訓
読
と
い
う
よ
り
も
、
意
訳
・
翻
訳
と
い
う
べ

き
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

両
者
は
文
体
を
異
に
し
形
態
上
も
各
々
独
立
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
前
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
よ
う
に
、
和
化
漢
文
と
そ
の
訓
読
文
と
い

う
一
対
の
資
料
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
両
者
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
現
れ
る
言
語
事
象
の
検

討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
和
化
漢
文
の
訓
読
に
関
す
る
問
題
」
や
、
「
日
本
語
の
一
表
現
様
式
（
表
現
行
為
）
と
し
て
の
和
化
漢
文
の
用
字
・

用
語
や
語
法
の
問
題
」
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
得
る
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
が
漢
字
文
か
ら
は

独
立
し
た
仮
名
交
り
の
文
章
で
あ
る
為
に
、
和
訓
読
（
和
語
）
か
字
音
読
（
漢
語
）
か
の
区
別
を
比
較
的
明
瞭
に
な
し
得
る
と
い
う
特
徴
が
挙

げ
ら
れ
る
。
特
に
和
訓
の
場
合
は
、
送
り
仮
名
や
捨
て
仮
名
・
部
分
的
な
付
訓
な
ど
の
不
充
分
な
情
報
に
頼
る
こ
と
な
く
、
そ
の
訓
を
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
不
読
の
文
字
や
、
訓
読
文
で
読
添
や
補
読
が
な
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
語
（
文
字
）
に
つ
い
て
の

実
態
、
特
に
、
助
字
と
助
詞
・
助
動
詞
と
の
関
係
を
知
る
に
は
極
め
て
有
効
な
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
。
訓
読
文
と
し
て
の
仮
名
交
り
文

で
は
、
不
読
字
は
表
記
さ
れ
な
い
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
た
も
の
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
よ
う
し
、
和
化
漢
文
に
表
記
さ
れ
た
日
本
語
文
と

し
て
必
要
な
助
詞
・
助
動
詞
は
確
実
に
訓
読
さ
れ
る
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
試
み
は
、
和
化
漢
文
の
解
読
を
困

（3）

難
に
し
て
き
た
様
々
な
要
因
の
一
部
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
総
て
の
障
害
を
解
消
す
る
こ
と
は
到
底
か
な
わ
な
い
が
、

問
題
解
決
の
た
め
の
端
緒
と
は
な
り
得
る
も
の
と
信
ず
る
。
少
な
く
と
も
、
原
漢
字
文
の
傍
訓
の
み
と
言
う
不
充
分
な
情
報
に
頼
ら
ざ
る
得

な
い
訓
点
資
料
の
限
界
を
補
う
こ
と
に
は
な
り
得
よ
う
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
文
と
日
本
語
文
と
の
文
体
的
性
質
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
助
字
と
助
詞
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
表
現
行
為
に

お
け
る
場
合
と
理
解
行
為
に
お
け
る
場
合
と
の
用
字
・
語
法
や
訓
読
さ
れ
る
際
の
扱
い
を
考
察
し
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
中
心
に
考
察
す
る
。
和
化
漢
文
の
訓
読
に
際
し
て
、
助
詞
の
類
が
、
助
字
と
の
関
係
で
、
ど
う
い
う
場

合
に
ど
の
程
度
訓
読
さ
れ
或
は
補
読
さ
れ
る
か
。
ま
た
一
方
で
、
日
本
語
を
漢
文
と
い
う
文
章
様
式
（
和
化
漢
文
）
で
表
現
す
る
際
に
は
、
助

詞
に
対
応
す
る
語
が
ど
の
よ
う
な
漢
字
（
助
字
）
で
ど
の
程
度
表
記
（
文
字
化
）
さ
れ
、
或
は
日
本
語
文
と
し
て
は
不
要
で
あ
る
は
ず
の
不
読

の
文
字
（
助
字
）
が
ど
う
い
う
場
合
に
ど
の
程
度
用
い
ら
れ
る
か
、
な
ど
の
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
定
家
の
手
に
な
る
文
章
を
対
象
に
す
る
こ
と
に
も
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
定
家
が
漢
文
の
訓
読

を
行
っ
た
こ
と
は
『
源
氏
奥
入
』
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
一
方
で
、
定
家
に
は
『
明
月
記
』
の
よ
う
な
記
録
体
の
文
章
も
あ
る
。

漢
文
の
訓
読
に
も
和
化
漢
文
の
作
成
に
も
精
通
し
て
い
た
定
家
で
あ
れ
ば
、
両
方
の
知
識
・
能
力
や
経
験
に
基
づ
い
て
和
化
漢
文
の
訓
読
・

解
釈
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
和
化
漢
文
の
「
作
成
（
表
現
行
為
）
」
と
「
訓
読
（
理
解
行
為
）
」

と
い
う
両
方
に
関
わ
る
諸
問
題
に
迫
る
の
に
有
効
に
利
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
の
訓
読
文
と
し
て
の
性
格
と
訓
読
の

情
況
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
用
語
・
用
字
や
語
法
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
得
る
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
尚
、
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
原
漢
字
文
に
隷
属
的
な
訓
読
で
は
な
く
、
形
態
上
は
独
立
し
た
文
書
で
あ
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
和

化
漢
文
の
直
接
的
な
訓
読
文
と
し
て
単
純
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
両
文
書
の
作
成
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
と
、
定
家
と

い
う
個
人
の
個
性
や
願
文
と
い
う
文
体
の
特
殊
性
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
一
般
的
な
和
化
漢
文
の
用
字
法
や
和
化
漢

文
と
そ
の
訓
読
と
の
関
係
に
ま
で
普
遍
化
さ
せ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

漢
字
仮
名
交
り
文
と
和
化
漢
文
に
お
け
る
助
詞
と
助
字
と
の
対
照
考
察

定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
に
用
い
ら
れ
た
助
詞
は
「
が
・
の
・
に
・
を
・
と
・
よ
り
・
ま
で
・
や
・
か
・
は
・
ば
・
と
も
・
と
い
ふ
と
も
・



と
い
ヘ
ビ
も
・
て
・
し
て
」
の
〓
ハ
種
類
で
あ
る
。
訓
点
資
料
・
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
、
漢
字
表
記
さ
れ
な
い
語
を
推
定
し
て
補
読
さ
れ

る
語
が
限
定
的
で
あ
る
の
と
同
じ
情
況
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の
語
に
対
応
し
て
周
房
筆
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
た
国
語
助
詞
相
当
の
助
字

は
「
之
・
子
・
於
・
輿
・
自
・
乎
・
欺
・
者
・
維
・
今
・
而
」
等
で
あ
る
。
以
下
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
助
字
の
表
記
と
そ
の
用
法
を
中
心

に
、
定
家
に
よ
る
訓
読
（
漢
字
仮
名
交
り
文
）
に
表
れ
た
助
詞
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
両
者
の
関
係
や
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
た
用
語
に
は
、
表
記
の
簡
略
化
と
説
明
の
便
宜
上
、
一
般
的
な
使
用
と
は
異
な
る
意
味
を
持
た
せ
て
用
い
た
表
現
が

あ
る
の
で
、
次
に
触
れ
て
お
く
。
特
に
「
読
添
」
と
「
補
読
」
と
は
、
一
般
に
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
、
区
別
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
、
和
化
漢
文
の
漢
字
表
記
の
有
無
と
漢
字
仮
名
交
り
文
の
助
詞
と
の
関
係
に
お
け
る
訓
読
の
性
質
の
違
い
を
よ
り
明
確
に

区
別
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
異
な
る
意
味
を
担
わ
せ
て
区
別
し
た
。

読
添
…
和
化
漢
文
に
文
字
化
（
漢
字
表
記
）
さ
れ
た
語
が
あ
り
、
そ
れ
を
直
接
に
訓
ん
だ
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
を
指
標
と
し
て
和

化
漢
文
の
表
記
と
関
係
を
持
つ
か
た
ち
で
漢
字
仮
名
交
り
文
に
読
添
え
ら
れ
た
語
が
存
す
る
も
の
。

補
読
…
和
化
漢
文
に
文
字
化
（
漢
字
表
記
）
さ
れ
た
語
が
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
日
本
語
文
と
し
て
表
現
・
語
法
上

の
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
補
わ
れ
た
語
が
存
す
る
も
の
。

不
読
…
和
化
漢
文
と
漢
字
仮
名
交
り
文
と
の
間
に
文
や
句
の
レ
ベ
ル
で
は
対
応
す
る
箇
所
が
あ
り
な
が
ら
、
和
化
漢
文
の
語
（
文
字
）
が
漢

字
仮
名
交
り
文
に
対
応
す
る
語
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
補
託
も
読
添
も
な
い
も
の
。

不
対
応
…
和
化
漢
文
と
漢
字
仮
名
交
り
文
と
の
間
に
、
文
・
句
（
語
句
）
い
ず
れ
か
の
レ
ベ
ル
で
、
明
確
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と

解
釈
さ
れ
る
も
の
。
表
記
の
簡
略
化
の
た
め
に
記
号
（
×
）
〔
×
〕
　
の
形
も
用
い
る
。

ま
た
、
用
例
の
引
用
に
際
し
て
は
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
一
輯
所
収
の
拙
稿
「
「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種

（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
」
を
用
い
、
そ
の
表
記
に
従
っ
た
。
漢
字
仮
名
交
り
文
用
例
の
行
頭
に
あ
る
数
字
は
、
用
例

の
所
在
を
示
し
、
拙
稿
に
お
い
て
原
本
の
行
取
り
に
従
っ
て
施
し
た
本
文
各
行
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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【之】和
化
漢
文
に
総
数
二
二
二
例
の
「
之
」
が
用
い
ら
れ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
と
の
関
係
を
見
る
と
、
直
接
に
訓
読
さ
れ
た
も
の
が
一
四
八

例
（
「
こ
れ
」
六
例
・
「
の
」
三
七
例
・
「
が
」
五
例
）
、
不
読
の
も
の
が
二
〇
例
あ
り
、
そ
の
他
は
不
対
応
五
〇
例
・
不
明
二
例
・
そ
の
他
三
例

に
分
類
で
き
る
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
之
」
の
用
例
を
意
味
・
用
法
か
ら
分
類
し
、
仮
名
交
り
文
と
の
対
応
関
係
を
示
す
と
次
の
如
く
に

な
る
。格
助
詞
（
連
体
格
）
　
／
一
六
九
例
（
八
の
二
三
一
例
・
八
が
）
五
例
　
・
（
×
）
三
三
例
）

格
助
詞
（
主
格
）
　
　
／
一
四
例
（
八
の
）
五
例
　
・
（
不
読
）
一
例
・
（
×
）
八
例
）

代
名
詞
（
含
陳
述
助
字
）
／
　
九
例
（
（
こ
れ
）
六
例
・
（
不
読
）
二
例
・
不
明
一
例
）

活
用
語
＋
之
＋
体
言
　
／
　
二
七
例
（
八
の
）
一
例
　
・
（
不
読
）
一
七
例
・
（
×
）
九
例
）

そ
の
他
　
　
　
　
／
　
三
例
（
面
々
之
哀
憐
（
あ
ま
ね
き
あ
は
れ
ひ
）
・
倍
之
（
×
）
・
加
之
（
し
か
の
み
な
ら
す
）
）

格
助
詞
に
関
わ
る
「
之
」
は
漢
字
仮
名
交
り
文
で
ほ
ぼ
完
全
に
「
の
」
「
が
」
に
訓
読
さ
れ
、
同
様
に
代
名
詞
（
陳
述
助
字
を
含
む
）
も
、
そ

の
殆
ど
が
「
こ
れ
」
と
訓
読
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
基
本
的
な
傾
向
と
し
て
、
表
記
さ
れ
た
も
の
は
直
接
に
訓
読
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
漢
文
の
用
法
で
あ
る
活
用
語
に
下
接
す
る
連
体
修
飾
の
「
之
」
は
、
「
如
此
之
犯
人
（
か
く
の
こ
と
き
の
犯
人
）
」

を
除
い
て
、
基
本
的
に
は
不
読
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
用
例
の
少
な
い
不
読
の
二
〇
例
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
訓
読
さ
れ
た
も
の
の
性
格
と
傾
向
を
考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
格
助
詞
で
唯
一
訓
読
さ
れ
な
い
の
は
主
格
用
法
と
も
解
釈
さ
れ
る
次
の
例
で
あ
る
。
因
み
に
、
本
来
国
語
の
格
助
詞
が
意
識
さ
れ

た
上
で
の
用
法
だ
と
す
れ
ば
、
他
の
格
助
詞
と
同
様
、
表
記
さ
れ
た
も
の
は
訓
読
さ
れ
る
の
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
こ
の
一
例

を
除
き
、
連
体
格
の
用
例
は
勿
論
、
他
の
主
格
用
法
の
例
も
総
て
訓
読
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
用
法
は
、
日
本
語
文
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
主
格

助
詞
に
相
当
す
る
よ
う
に
見
得
る
が
、
恐
ら
く
は
漢
文
の
修
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
助
字
で
あ
り
、
日
本
語
に
は
な
い
漠
文
法
で
の
修
飾
の



関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
た
め
に
訓
読
さ
れ
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

○
付
彼
付
此
、
可
造
可
果
、
志
之
尤
切
（
2
2
9
か
れ
に
つ
け
こ
れ
に
つ
け
、
つ
く
り
い
と
な
む
へ
き
こ
～
ろ
さ
し
も
と
も
切
也
〉

周
房
の
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
格
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
之
」
に
主
格
用
法
そ
の
も
の
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
和
化
漢
文
で
は
、
奈
良

朝
文
献
に
お
い
て
も
、
連
体
句
の
中
の
主
語
（
体
言
）
や
、
名
詞
句
の
中
の
主
語
（
体
言
）
の
下
に
来
る
「
之
」
字
の
用
法
が
見
え
る
ほ
か
に
、

用
例
数
は
比
較
的
少
な
い
な
が
ら
、
独
立
し
た
文
の
主
語
（
体
言
）
の
下
に
来
る
「
之
」
字
の
用
法
も
見
え
る
が
、
記
録
体
で
記
さ
れ
た
公
家

日
記
の
文
章
に
お
い
て
は
、
主
格
を
表
す
た
め
に
「
之
」
字
な
ど
の
助
字
は
使
用
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
が
既
に
先
学
に
あ

、

－

・

・

」

る
こ
と
に
通
ず
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
少
数
な
が
ら
和
化
漢
文
で
主
格
の
「
之
」
が
用
い
ら
れ
、
仮
名
交
り
文
で
も
「
の
」
と
訓
読
さ
れ
た

も
の
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
〓
疋
の
傾
向
が
窺
え
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

〇
位
心
之
所
及
、
力
之
牧
堪
、
奪
口
中
之
梁
、
刺
身
上
之
南

（
野
心
の
を
よ
ふ
所
、
ち
か
ら
の
た
ふ
る
所
、
口
中
の
梁
を
む
は
ひ
、
身
上
の
南
を
は
き
て
）

こ
の
よ
う
に
、
名
詞
句
や
副
詞
句
な
ど
の
句
の
中
の
主
格
を
表
す
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
単
文
の
主
格
を
表
す
場
合
の
例
は
な
い
。
ま

た
、
衷
記
の
形
式
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
「
体
言
十
之
（
主
格
用
法
）
十
所
（
形
式
名
詞
的
用
法
）
＋
動
詞
」
な
ど
の
形
式
の
中
で
「
之
」
字
が
使
用

さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
仮
名
交
り
文
で
は
代
名
詞
「
こ
れ
」
と
し
て
も
訓
み
得
る
用
法
の
不
読
例
が
二
例
あ
る
。

○
薬
師
堂
日
本
有
之
、
観
音
堂
依
先
師
之
願
可
建
立
之
〈
1
4
0
薬
師
堂
も
と
よ
り
こ
れ
あ
り
、
観
音
堂
先
師
の
願
に
よ
り
て
建
立
す
へ
し
〉

○
少
々
借
請
而
錐
用
之
、
連
々
指
合
不
償
之

（
2
2
4
少
々
か
り
う
け
て
、
こ
れ
を
も
ち
ゐ
る
と
い
へ
と
も
、
連
々
さ
し
あ
ひ
て
つ
く
の
は
さ
る
あ
ひ
た
）

右
例
は
い
ず
れ
も
文
末
に
用
い
ら
れ
た
陳
述
の
助
字
で
あ
る
。
訓
読
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
国
語
の
代
名
詞
だ
け
で
な
く
陳
述
助
字
と
見
ら

れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
不
読
の
も
の
と
の
間
に
有
意
の
区
別
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
訓
点
資
料
な
ど
の
古
い
訓
法
で
は
、
陳
述
を
示

和

化

漢

文

と

定

家

の

訓

読
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八
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す
助
字
「
之
」
は
不
読
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
之
」
の
指
す
具
体
的
内
容
の
あ
る
場
合
は
代
名
詞
「
こ
れ
」
と
訓
ず
る

（5）

こ
と
が
あ
り
、
平
安
中
期
以
降
の
仏
典
で
は
、
陳
述
助
字
の
「
之
」
に
代
名
詞
「
こ
れ
」
の
訓
を
充
当
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
表
現
行

為
と
し
て
の
和
化
漢
文
に
お
い
て
も
、
理
解
行
為
と
し
て
の
仮
名
交
り
文
に
お
い
て
も
、
斯
か
る
用
法
の
「
之
」
と
「
こ
れ
」
と
の
関
係
を

説
明
す
る
の
に
有
効
な
区
別
の
意
識
や
特
徴
的
な
傾
向
は
認
め
難
い
。

最
後
に
、
不
読
例
が
最
も
多
い
の
は
「
活
用
語
＋
之
＋
体
言
」
の
形
を
と
る
一
七
例
で
、
例
外
的
な
一
例
を
除
い
て
総
て
が
不
読
と
な
る
。

漢
文
に
お
け
る
連
体
修
飾
の
関
係
を
示
す
用
法
で
あ
り
、
国
語
助
詞
「
の
」
な
ど
に
は
な
い
用
法
で
あ
る
た
め
に
、
当
然
訓
読
さ
れ
な
い
。

他
の
「
之
」
が
、
日
本
語
文
で
も
必
要
と
さ
れ
る
部
分
に
用
い
ら
れ
、
直
接
に
訓
読
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
に
比
べ
て
異
質
で
あ
る
。

日
本
語
を
漢
文
形
式
で
表
現
し
た
和
化
漢
文
に
、
日
本
語
文
に
は
不
要
で
訓
読
も
さ
れ
な
い
語
が
表
記
さ
れ
る
の
は
、
必
ず
し
も
自
然
な
こ

と
と
は
思
わ
れ
な
い
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
連
体
修
飾
「
之
」
字
の
用
法
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平

安
時
代
の
公
家
日
記
に
お
い
て
は
、
形
式
名
詞
の
接
続
助
詞
的
用
法
の
場
合
に
そ
の
上
に
「
之
」
字
が
記
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
時
期
が
下

る
に
つ
れ
て
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
。
ま
た
、
表
記
の
形
式
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
平
安
後
期
に
「
可
…
之
由
」
な
ど
の
「
之
」
字
を
伴
う
和

（6）

風
の
表
記
の
形
式
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
先
の
一
七
例
の
内
容
を
分
類
す
る
と
《
接
続
助
詞
的
用
法
》
《
和
化
漢
文
に
お
け

る
定
型
（
和
風
）
　
の
表
記
形
式
》
《
文
章
の
修
辞
（
一
句
の
字
数
）
と
関
わ
る
も
の
》
と
《
そ
の
他
》
の
計
四
種
類
に
大
別
で
き
る
。

ま
ず
、
「
之
」
を
伴
っ
た
形
式
名
詞
「
時
」
「
間
」
の
《
接
続
助
詞
的
用
法
》
が
五
例
存
す
る
。
「
～
之
時
」
が
接
続
助
詞
的
用
法
で
あ
る
こ

と
は
、
「
も
し
～
あ
る
時
」
な
ど
の
よ
う
な
条
件
句
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
「
～
之
間
」
と
「
～
之
時
」
と
が
同

じ
機
能
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
「
造
立
…
之
間
」
を
「
造
立
し
た
て
ま
つ
る
時
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ

る
。○
有
殊
大
螢
之
時
人
3
0
こ
と
に
お
は
き
な
る
い
と
な
み
あ
ら
む
時
は
）
○
遇
別
富
閲
之
時
（
4
6
も
し
別
昔
の
閲
あ
る
時
）

○
供
養
儲
儀
之
時
（
2
5
1
供
養
儀
を
ま
う
け
ん
時
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
不
定
晶
秩
之
間
（
6
0
品
峡
（
秩
）
を
さ
た
め
さ
る
あ
ひ
た
）



○
先
師
別
営
造
立
千
手
観
音
之
間
へ
2
2
3
先
師
別
富
千
手
観
音
を
造
立
し
た
て
ま
つ
る
時
）

次
に
、
「
可
・
宜
（
べ
L
V
」
の
語
が
「
之
」
字
を
介
し
て
連
体
修
飾
と
な
る
《
和
化
漢
文
に
お
け
る
定
型
（
和
風
）
の
表
記
形
式
》
が
四
例
存

す
る
。
先
述
例
と
合
わ
せ
た
「
之
」
九
例
は
、
日
本
語
文
に
は
な
い
連
体
修
飾
の
用
法
で
あ
る
が
、
和
化
漢
文
に
定
着
し
た
漢
字
の
和
化
さ

れ
た
用
法
で
、
日
本
語
の
表
現
行
為
の
一
様
式
と
し
て
あ
り
得
べ
き
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
純
漢
文
の
用
法
に
従
う
こ
と
が
意

識
さ
れ
た
り
無
意
味
に
混
入
し
た
り
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

○
然
者
永
停
濫
望
、
園
期
次
第
之
由

（
5
3
こ
れ
に
よ
り
て
、
な
か
く
濫
望
を
と
1
め
て
、
次
第
を
ま
も
る
へ
き
よ
し
）

○
可
鵠
導
師
呪
願
讃
師
之
由
　
　
　
　
　
　
（
2
5
0
導
師
兇
願
意
師
た
る
へ
き
よ
し
）

○
有
可
造
立
千
手
観
音
建
立
一
大
伽
藍
之
願
（
2
2
3
千
手
観
音
…
一
大
伽
藍
を
建
立
す
l
へ
判
圃
あ
り
）

○
有
百
日
三
十
三
度
可
参
篭
富
山
之
靡
　
　
（
2
3
6
百
日
三
十
三
度
山
に
参
篭
す
可
剖
圃
あ
り
て
）

一
方
、
漢
文
と
し
て
の
《
文
章
の
修
辞
（
一
句
の
字
数
）
と
関
わ
る
も
の
》
も
五
例
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
純
漢
文
の
用
法
に
積
極
的
に
従
う

こ
と
が
意
識
さ
れ
た
と
い
う
語
法
の
問
題
で
は
な
く
、
文
字
数
を
揃
え
る
た
め
に
漢
文
の
「
之
」
字
の
用
法
が
便
宜
的
に
利
用
さ
れ
た
と
い

う
形
態
的
な
修
辞
に
関
わ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
憶
測
に
な
る
が
、
修
辞
上
一
句
の
字
数
に
問
題
が
な
け
れ
ば
「
之
」
字
が
殊
更

に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
得
る
。

○
各
書
連
署
之
起
請
、
可
申
依
請
之
宣
旨
　
　
　
○
如
此
之
犯
人
召
取
之
輩
也

○
鮎
近
連
之
徐
田
、
可
寄
附
子
用
途
、
定
補
之
僧
徒
、
抑
不
可
改
易

○
加
之
富
宮
抽
誠
、
弟
子
懸
鳩
之
輩
、
令
満
足
二
求
、
令
昌
柴
一
門

○
納
庫
倉
之
物
、
割
十
分
之
一

右
の
諸
分
類
に
収
ま
ら
な
い
《
そ
の
他
》
の
例
が
三
例
存
す
る
。
こ
の
三
例
の
み
が
、
和
化
漢
文
の
中
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
積
極
的
な
意

味
を
見
出
し
難
い
漢
文
特
有
の
語
法
「
活
用
語
十
之
＋
体
言
」
　
で
あ
る
。
し
か
し
、
敢
え
て
そ
の
意
味
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
仮
名

交
り
文
で
「
活
用
語
連
体
形
＋
体
言
」
と
訓
ま
れ
て
は
い
る
が
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
表
現
の
意
識
は
「
漢
語
名
詞
＋
之
＋
体
言
」
で
あ
っ

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
「
相
害
」
「
抽
身
」
「
補
閲
」
と
い
う
漢
語
名
詞
が
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
は
で
き
な
い
。

○
誰
不
悲
相
害
之
苦
乎
（
9
6
た
れ
か
相
害
す
る
く
る
し
ひ
を
か
な
し
は
さ
ら
む
や
）

○
揚
名
抽
身
之
御
也
　
（
1
7
5
名
を
あ
け
身
を
ぬ
き
い
て
た
る
み
き
り
也
）

○
弟
子
補
開
之
志
雄
切
（
2
3
9
弟
子
閲
を
お
き
ぬ
ふ
心
さ
し
切
な
り
と
い
へ
と
も
）

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
周
房
の
和
化
漢
文
で
は
漢
文
的
語
法
の
「
活
用
語
＋
之
＋
体
言
」
の
型
が
非
常
に
少
な
く
、
例
外
的
と
も
言
え
る

情
況
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
斯
か
る
用
例
の
性
格
を
も
う
少
し
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
の
側

か
ら
和
化
漢
文
の
表
記
を
検
討
し
て
み
る
。

定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
に
「
活
用
語
連
体
形
＋
体
言
」
は
七
七
例
存
す
る
。
そ
の
内
和
化
漢
文
で
「
之
」
を
介
し
た
表
記
に
な
っ
て
い

る
の
は
前
掲
の
一
七
例
で
全
体
の
約
二
割
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
総
て
が
「
動
詞
（
助
動
詞
）
連
体
形
＋
体
言
」
の
型
で
あ
る
。
一
方
、
残
り
六
〇

例
の
内
一
六
例
は
和
化
漢
文
に
対
応
部
分
が
な
い
の
で
対
象
外
に
す
る
と
、
四
四
例
が
和
化
漢
文
で
は
助
字
「
之
」
を
介
さ
な
い
表
記
で
あ

る
。
斯
か
る
仮
名
交
り
文
の
「
活
用
語
連
体
形
＋
体
言
」
四
四
例
を
そ
の
上
接
語
と
体
言
の
種
類
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
六
種
に
な
る
。

▽
「
形
容
詞
・
形
容
動
詞
連
体
形
＋
体
言
」

▽
　
「
活
用
語
＋
事
な
し
〔
莫
＋
動
詞
〕
」

▽
「
助
動
詞
＋
事
〔
（
不
）
可
…
事
〕
」

▽
　
「
動
詞
（
助
動
詞
）
連
体
形
＋
形
式
体
言
」

▽
　
「
動
詞
（
助
動
詞
）
連
体
形
＋
も
の
（
者
）
」

▽
　
「
動
詞
（
助
動
詞
）
連
体
形
＋
名
詞
」

七
例
六
例
／
（
～
事
な
か
れ
）
四
例
・
（
～
事
な
し
）
二
例

言
一
例
／
（
～
べ
き
事
）
　
〓
例
・
（
～
べ
か
ら
ざ
る
事
）
一
例
・
（
～
べ
か
ら
ぬ
事
）
一
例

八
例
／
（
こ
と
）
二
例
・
（
所
）
三
例
・
（
ゆ
へ
）
二
例
・
八
時
）
一
例

七
例
／
和
化
漢
文
で
は
総
て
〔
動
詞
～
者
〕
で
表
記
さ
れ
る
。
助
詞
的
用
法
も
含
む
。

三
例

右
に
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
仮
名
交
り
文
の
「
活
用
語
連
体
形
＋
体
言
」
は
、
和
化
漢
文
の
「
活
用
語
＋
之
＋
体
言
」
に
比
し
て
、
表
現
の

型
が
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
名
交
り
文
に
お
け
る
活
用
語
の
連
体
修
飾
機
能
を
和
化
漢
文
で
「
之
」
字
に
よ
っ
て
示
す
の
は
限
ら
れ
た
種



類
の
型
で
あ
る
こ
と
も
解
る
。
す
な
わ
ち
、
活
用
語
に
下
接
し
て
連
体
修
飾
機
能
を
果
た
す
「
之
」
が
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、

和
風
の
用
法
・
表
記
形
式
や
修
辞
（
一
句
中
の
字
数
）
と
の
関
係
な
ど
、
そ
の
使
用
に
〓
疋
の
意
味
や
必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

漢
文
の
語
法
に
積
極
的
に
従
う
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
漢
文
に
特
徴
的
な
「
之
」

の
用
法
と
積
極
的
に
認
め
ら
れ
る
例
は
僅
か
三
例
（
全
体
の
5
％
以
下
）
に
過
ぎ
な
い
。

（7）

周
房
筆
和
化
漢
文
で
は
、
不
託
の
「
之
」
を
用
い
た
「
活
用
語
＋
之
＋
体
言
」
表
記
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
之
」

を
訓
読
（
理
解
行
為
）
の
側
か
ら
見
る
と
、
格
助
詞
に
関
わ
る
「
之
」
は
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
「
の
」
「
が
」
に
訓
読
さ
れ

る
が
、
漢
文
の
用
法
で
あ
る
活
用
語
に
下
接
す
る
連
体
修
飾
の
「
之
」
は
不
読
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
表
現
行
為
の
側
か
ら
見
た
場
合
、
和
化

漢
文
に
お
い
て
定
型
化
し
た
（
和
風
の
）
表
記
形
式
や
用
法
（
形
式
名
詞
の
接
続
助
詞
的
用
法
な
ど
）
の
ほ
か
文
章
の
修
辞
が
意
識
さ
れ
る
場
合

以
外
に
は
、
原
則
と
し
て
「
之
」
は
表
記
さ
れ
な
い
。
こ
の
情
況
は
、
訓
読
さ
れ
る
べ
き
（
換
言
す
れ
ば
、
日
本
語
文
で
文
脈
上
必
要
な
）
格
助

詞
「
の
・
が
」
は
原
則
と
し
て
和
化
漢
文
で
は
「
之
」
字
で
表
記
さ
れ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
に
漢
字
仮
名
交
り
文
に
お

け
る
助
詞
「
が
」
と
「
の
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

「
が
」
　
「
の
」

助
詞
「
が
」
は
漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
七
例
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
和
化
漢
文
で
「
之
」
に
対
応
す
る
も
の
が
五
例
存
す
る
。

0
1
2
5
庫
倉
納
物
十
分
か
一
を
さ
き
て
〔
庫
倉
納
物
割
十
分
之
こ
0
1
2
8
庫
倉
に
お
さ
め
む
も
の
十
分
か
一
を
さ
き
て
〔
…
割
十
分
之
二

〇
1
8
5
宮
家
に
い
る
ゝ
も
の
十
か
二
三
〔
入
官
家
者
十
之
二
三
〕
　
0
1
8
6
神
社
に
つ
の
る
も
の
は
十
か
八
九
〔
償
神
社
者
十
之
八
九
〕

0
1
7
4
か
の
て
ら
は
、
弟
子
か
祖
師
、
名
を
あ
け
身
を
ぬ
き
い
て
た
る
み
き
り
也
〔
彼
寺
者
、
弟
子
之
祖
師
、
揚
名
抽
身
之
御
也
〕

和
化
漢
文
で
「
之
」
字
を
以
て
表
記
さ
れ
た
右
例
は
独
立
し
た
格
助
詞
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
様
に
格
助
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
和
化
漢

文
で
は
文
字
化
さ
れ
な
い
一
種
の
慣
用
的
な
表
現
も
二
例
存
す
る
。
「
～
（
む
）
が
た
め
」
「
～
が
ご
と
し
」
の
句
中
に
用
い
ら
れ
た
こ
れ
ら
の

例
は
、
助
詞
が
独
立
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
ず
、
例
え
ば
動
詞
を
承
け
る
「
如
」
の
場
合
助
詞
「
が
」
を
補
っ
た
形
が
一
語
相
当
の
訓
と
し

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

○
讐
」
の
事
を
き
お
ひ
申
さ
む
珂
た
め
〔
×
〕
　
　
　
　
　
0
1
9
2
公
平
の
も
と
ゐ
を
わ
す
れ
た
る
珂
こ
と
し
〔
如
忘
公
平
之
基
〕

こ
れ
は
、
本
来
的
に
は
格
助
詞
で
あ
る
「
が
」
を
伴
っ
た
「
わ
が
」
が
連
体
詞
と
し
て
〔
吾
・
我
〕
　
の
訓
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
と
同
質
で
、

定
型
化
し
た
訓
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
名
交
り
文
に
「
わ
が
＋
名
詞
」
は
七
例
あ
る
が
、
和
化
漢
文
で
は
総
て
〔
吾
・
我
＋
名
詞
〕
で

表
記
さ
れ
、
「
之
」
を
介
さ
な
い
。
「
が
」
助
詞
に
関
す
る
限
り
、
和
化
漢
文
の
「
之
」
が
不
読
で
あ
る
こ
と
は
な
く
、
日
本
語
文
に
必
要
な

助
詞
「
が
」
は
慣
用
的
な
表
現
を
除
い
て
、
和
化
漢
文
で
も
文
字
化
さ
れ
、
か
つ
訓
読
文
（
漢
字
仮
名
交
り
文
）
で
補
読
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

こ
と
に
な
る
。

次
に
、
助
詞
「
の
」
に
つ
い
て
み
る
と
漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
一
九
一
例
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
和
化
漢
文
で
「
之
」
に
対
応
す

る
も
の
が
一
三
七
例
あ
る
。
格
助
詞
「
の
」
の
用
法
を
連
体
格
と
主
格
と
に
分
け
、
和
化
漢
文
と
の
対
応
関
係
を
示
す
と
次
の
如
く
に
な
る
。

連
体
格
「
の
」
／
一
八
二
例
（
〔
之
〕
一
三
二
例
・
〔
補
読
〕
四
四
例
・
〔
×
〕
六
例
）

主
格
「
の
」
　
／
　
　
九
例
（
〔
之
〕
五
例
　
・
〔
補
読
〕
四
例
）

助
詞
「
の
」
の
殆
ど
が
連
体
格
用
法
で
あ
り
、
主
格
用
法
は
九
例
（
全
体
の
5
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
大
半
の
連
体
格
用
法
は
、
次
の
三

例
を
除
い
て
、
総
て
「
体
言
＋
の
＋
体
言
」
の
型
で
用
い
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

0
1
2
1
か
く
叫
こ
と
き
の
犯
人
を
め
し
と
る
と
も
か
ら
也
〔
如
此
之
犯
人
召
取
之
聾
也
〕

○
望
一
皿
託
の
お
も
む
き
疎
こ
と
く
御
山
の
内
に
…
…
　
〔
如
憲
託
之
趣
、
山
内
可
奉
安
置
一
條
二
菩
薩
像
央
〕

「
活
用
語
連
体
形
＋
の
＋
体
言
」
が
例
外
的
に
一
例
あ
る
が
、
先
学
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
形
と
し
て
の
初
期
の
例
「
…
如
き
の
」

が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
和
化
漢
文
で
用
い
ら
れ
た
活
用
語
承
接
の
「
之
」
が
仮
名
交
り
文
で
も
「
の
」
と
訓
ま
れ

（8）

た
も
の
で
、
補
読
に
よ
る
活
用
語
承
接
「
の
」
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
残
り
二
例
は
と
も
に
補
託
に
よ
る
「
の
」
を
伴
う
「
～
の
ご

と
し
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慣
用
的
な
定
型
の
表
現
で
「
の
」
の
独
立
性
は
弱
い
。



和
化
漢
文
に
「
之
」
表
記
が
な
く
、
仮
名
交
り
文
で
連
体
格
「
の
」
が
補
読
さ
れ
た
四
四
例
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
幾
つ

か
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
訓
読
す
る
上
で
慣
用
的
な
定
型
表
現
と
し
て
「
の
」
を
伴
う
「
～
の
ご
と
し
」
「
～
の
た

（9）

め
」
等
（
四
例
）
や
「
～
の
な
か
」
「
～
の
う
ち
」
（
六
例
）
が
あ
り
、
同
様
に
古
辞
書
に
掲
載
さ
れ
た
訓
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
の
」
を
伴

っ
た
形
で
連
体
詞
相
当
の
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
「
く
だ
ん
の
」
「
な
に
の
」
（
六
例
）
が
あ
る
。
ま
た
、
意
訳
的
訓
読
と
し
て
仮
名
交
り
文
に

「
の
」
が
添
え
ら
れ
た
表
現
に
な
る
も
の
（
身
叫
ゝ
ぞ
み
〔
本
望
〕
・
か
た
は
ら
画
人
〔
傍
官
〕
等
四
例
）
や
漢
文
の
表
記
で
は
漢
語
の
熟
語
で
も

あ
り
得
る
も
の
（
や
は
た
の
宮
〔
八
幡
宮
〕
・
別
当
の
職
〔
別
当
職
〕
・
千
手
の
像
〔
千
手
像
〕
等
七
例
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
を
除
い
て
よ
け

れ
ば
、
日
本
語
文
に
必
要
と
さ
れ
且
つ
和
化
漢
文
に
も
表
記
さ
れ
る
べ
き
連
体
格
の
「
の
」
で
「
之
」
字
が
表
記
さ
れ
な
い
も
の
は
一
九
例

（
連
体
格
全
一
七
六
例
中
の
約
一
割
）
　
に
過
ぎ
な
い
。

主
格
用
法
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
和
化
漢
文
で
は
「
之
」
字
を
以
て
表
す
こ
と
が
少
な
く
、
名
詞
句
や
副
詞
句
の
句
中
の

主
格
を
表
す
場
合
に
使
用
さ
れ
、
表
記
の
形
式
の
定
型
が
あ
る
場
合
と
修
辞
（
一
句
中
の
字
数
）
に
関
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
反
映
し
て
、
仮
名
交
り
文
で
用
い
ら
れ
る
主
格
の
「
の
」
は
全
九
例
で
あ
り
、
約
半
数
の
四
例
が
補
読
さ
れ
る
結
果
に
な
る
。

【干】和
化
漢
文
で
は
総
数
全
〓
例
の
「
干
」
が
あ
り
、
そ
の
総
て
が
「
動
詞
十
干
＋
名
詞
」
の
型
で
用
い
ら
れ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
で
対

応
す
る
部
分
は
九
例
を
数
え
る
が
、
そ
の
総
て
に
国
語
助
詞
（
「
に
」
八
例
・
「
を
」
一
例
）
が
読
添
え
ら
れ
、
全
く
の
不
読
と
い
え
る
も
の
は

な
い
。
読
添
が
「
に
」
「
を
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
「
干
」
字
の
用
法
で
最
も
多
い
の
は
国
語
格
助
詞
に
相
当
す
る
用
法
で
、

対
象
・
場
所
を
表
す
場
合
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
六
例
存
す
る
。
「
を
」
が
読
添
え
ら
れ
た
一
例
も
こ
の
用
法
で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
（
特

に
前
半
期
）
　
に
は
「
干
」
字
が
「
時
」
を
表
す
場
合
に
、
「
於
」
字
が
主
と
し
て
「
場
所
」
を
表
す
場
合
に
用
い
る
と
い
う
使
用
の
区
別
が
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
本
資
料
で
そ
の
区
別
は
明
確
で
な
く
、
場
所
を
表
す
場
合
に
も
「
干
」
が
用
い
ら
れ
る
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

〇
三
界
内
外
之
利
益
、
殊
被
子
吾
朝
者
欺

○
無
優
子
坐
籍
、
有
博
子
同
科

○
凡
者
唐
本
之
外
、
何
益
子
吾
御
山

○
股
勤
之
志
、
欲
安
子
三
井
寺
ム
矢

○
鮎
近
連
之
鎗
田
、
可
寄
附
干
用
途

一
九
〇

八
堕
二
界
内
外
の
利
益
、
こ
と
に
わ
か
く
に
～
か
う
ふ
ら
し
め
た
る
も
の
か
）

（
6
1
坐
籍
に
た
よ
り
な
く
、
同
科
に
は
～
か
り
あ
り
）

（
1
7
7
お
ほ
よ
そ
は
、
唐
本
の
ほ
か
わ
か
御
山
に
な
に
の
益
か
あ
ら
む
）

（
1
7
8
殿
勤
の
心
さ
し
、
三
井
寺
に
安
し
た
て
ま
つ
る
へ
し
）

（
1
5
1
近
連
の
飴
田
を
し
め
て
用
途
を
よ
せ
つ
く
へ
L
V

右
の
型
の
う
ち
、
動
詞
が
「
至
」
と
な
る
二
例
は
他
の
動
詞
の
場
合
と
は
異
質
な
表
現
に
な
る
。
〔
至
＋
千
十
名
詞
〕
の
型
が
（
～
に
い
た
り

て
は
）
と
読
ま
れ
、
「
～
に
関
し
て
は
」
「
～
に
つ
い
て
は
」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
形
式
は
、
「
干
」
に
下
接
す
る
名
詞
が
条
件
と
し
て

強
調
・
提
示
さ
れ
る
も
の
で
、
和
風
の
類
型
と
さ
れ
る
。
提
示
機
能
を
明
確
に
す
る
「
者
」
字
が
下
接
す
る
象
徴
的
な
例
も
あ
る
。

○
至
干
庄
務
、
永
随
所
職
、

勿
附
其
人
（
2
6
庄
務
に
い
た
り
て
は
、
な
か
く
そ
の
職
に
し
た
か
ひ
て
、
そ
の
人
に
つ
く
へ
か
ら
す
）

○
至
干
参
篭
之
願
者
、
令
囁
廿
六
口
之
僧
侶
、
可
満
三
十
三
度
之
員
数

（
2
4
3
参
篭
の
願
に
い
た
り
て
は
、
廿
六
口
の
僧
侶
を
嘱
せ
し
め
て
、
三
十
三
度
の
員
数
に
み
つ
へ
し
）

「
干
」
字
は
時
を
表
す
語
と
共
に
用
い
ら
れ
る
点
が
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
本
資
料
に
お
い
て
は
「
干
今
」
が
一
例
存
す
る
の
み
で

あ
る
。
こ
の
場
合
「
今
も
な
至
の
意
の
副
詞
的
用
法
で
、
「
に
」
が
時
を
表
す
格
助
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

○
弟
子
相
博
子
今
知
行
、
付
彼
付
此
、
可
造
可
果
、
志
之
尤
切
（
2
2
8
弟
子
い
ま
に
つ
た
へ
し
る
、
…
…
こ
ゝ
ろ
さ
し
も
と
も
切
也
）

【於】和
化
漢
文
で
は
総
数
一
六
例
の
「
於
」
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
機
能
と
表
記
形
式
に
よ
っ
て
次
の
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

動
詞
＋
A
　
（
名
詞
）
＋
於
＋
B
　
（
名
詞
）
／
八
例
（
（
A
を
B
に
～
す
）
三
例
　
　
　
　
　
・
（
×
）
五
例
）

於
＋
［
名
詞
句
・
動
詞
句
］
　
（
＋
者
）
　
／
七
例
（
（
～
に
お
き
て
は
）
四
例
・
（
不
読
）
一
例
・
（
×
）
二
例
）



於
＋
名
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
一
例
（
○
毎
年
於
賛
前
可
遂
供
養
之
由
、
発
願
亦
了
（
×
）
一
例
）

漢
字
仮
名
交
り
文
で
対
応
部
分
が
あ
る
も
の
は
八
例
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
内
の
三
例
は
「
動
詞
＋
A
（
名
詞
）
＋
於
＋
B
（
名
詞
）
」
の
型
で
、

動
詞
が
対
象
を
二
つ
（
客
語
・
補
語
）
持
ち
、
国
語
の
助
詞
と
の
関
係
で
い
え
ば
ヲ
格
と
こ
格
と
を
同
時
に
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
点
に
大

き
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
常
に
こ
格
で
表
示
さ
れ
る
語
の
上
に
「
於
」
字
は
用
い
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
仮
名
交
り
文
で
は
総
て
格
助
詞
が

読
添
え
ら
れ
て
（
A
を
B
に
～
す
）
と
訓
ま
れ
る
。

○
植
善
根
於
其
地
、
報
恩
徳
於
本
寺
（
1
7
5
善
根
到
そ
の
地
に
う
へ
て
、
恩
徳
を
本
寺
に
報
す
へ
し
）

○
神
必
可
垂
照
準
誤
蹄
答
於
本
人
八
m
神
明
か
な
ら
す
照
覧
し
て
、
そ
の
と
か
事
到
ゝ
こ
さ
む
所
に
か
へ
る
へ
し
）

残
り
の
五
例
は
、
「
於
＋
［
名
詞
句
・
動
詞
句
］
（
＋
者
）
」
の
型
で
、
四
例
が
仮
名
交
り
文
で
は
（
～
に
お
き
て
は
）
と
訓
ま
れ
る
。
そ
の
内

三
例
ま
で
が
「
者
」
字
を
句
末
に
伴
う
こ
と
が
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
「
～
に
つ
い
て
は
」
と
い
う
意
の
強
調
・
提
示
を
表
し
、
或
は
動
詞

（10）

句
を
承
け
て
条
件
句
を
作
る
。
「
於
」
は
こ
の
よ
う
な
和
風
の
類
型
と
言
わ
れ
る
も
の
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
於
身
之
要
人
者
、
殊
加
潔
白
之
沙
汰

○
於
其
勤
行
者
、
臨
期
可
計
定
央

○
於
奉
忽
緒
（
諸
）
神
劃
、
非
廻
向
之
限

○
於
守
一
向
之
信
、
何
忘
四
知
之
廉

（
2
1
7
身
の
要
人
に
お
き
て
は
、
こ
と
に
潔
白
の
沙
汰
を
く
は
へ
て
）

（
2
6
7
そ
の
つ
と
め
を
こ
な
ひ
に
お
き
て
は
、
暗
に
の
そ
み
て
は
か
ら
ひ
さ
た
む
へ
し
）

（
2
6
5
神
を
忽
諾
し
た
て
ま
つ
ら
む
に
を
き
て
は
、
廻
向
の
か
き
り
に
あ
ら
す
）

（
2
1
1
一
向
の
信
を
ま
も
ら
む
に
を
き
て
は
、
な
ん
そ
四
知
の
廉
を
わ
す
れ
ん
や
）

次
の
一
例
は
「
於
」
字
を
直
接
読
ん
だ
り
「
に
」
を
読
添
え
た
り
し
て
い
な
い
が
、
構
文
的
な
機
能
の
上
で
は
「
於
」
が
無
視
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
「
於
＋
動
詞
句
（
＋
者
）
」
の
形
式
が
仮
定
条
件
句
を
作
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
訓
み
「
～
あ
ら
ば
」
で
表
現

さ
れ
る
。

○
但
於
有
過
分
之
不
富
者
、
宇
島
常
住
之
本
懐
乎
（
1
5
3
た
ゝ
し
過
分
の
不
富
あ
ら
は
、
い
か
て
か
常
住
の
本
懐
た
ら
む
や
）

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
干
」
「
於
」
の
多
く
は
慣
用
的
定
型
（
和
風
の
類
型
）
に
使
わ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
指
摘
で

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
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き
る
。
そ
の
「
子
」
と
「
於
」
と
の
間
に
は
慣
用
的
定
型
と
し
て
の
用
法
の
区
別
は
あ
る
が
、
下
接
す
る
語
・
語
句
が
「
時
」
「
場
所
」
の
い

ず
れ
を
表
す
場
合
に
用
い
る
か
と
い
う
使
用
上
の
区
別
の
意
識
は
明
確
で
な
い
。
ま
た
、
国
語
助
詞
「
に
」
と
の
関
係
で
見
る
と
、
基
本
的

に
は
訓
読
の
際
に
補
読
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
和
化
漢
文
で
も
常
に
文
字
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
定
型
の
場
合
に
は
、

必
ず
こ
れ
ら
の
助
詞
を
背
景
に
し
な
が
ら
和
化
漢
文
で
も
助
字
が
漢
字
表
記
さ
れ
、
〓
疋
の
訓
読
が
な
さ
れ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「に」漢
字
仮
名
交
り
文
に
は
総
数
九
八
例
の
助
詞
「
に
」
が
あ
る
。
そ
の
内
和
化
漢
文
で
「
干
」
「
於
」
が
使
用
さ
れ
る
部
分
に
対
応
し
て
読
添

え
ら
れ
た
も
の
は
一
五
例
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
語
助
詞
の
「
に
」
は
そ
の
殆
ど
（
八
割
以
上
）
が
補
読
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
解
る
。
ま
た
、
一
例
の
接
続
助
詞
用
法
を
除
い
て
、
他
は
総
て
格
助
詞
と
し
て
の
用
例
で
あ
る
。

接
続
助
詞
／
一
例
（
（
5
1
み
な
も
と
を
恩
顧
、
す
な
は
ち
宮
て
ら
の
お
と
ろ
ふ
る
は
し
た
り
）
〔
×
〕
）

格
助
詞
　
／
九
七
例
（
〔
干
〕
八
例
・
〔
於
〕
七
例
・
〔
補
読
〕
七
七
例
・
〔
×
〕
五
例
）

助
詞
「
に
」
は
和
化
漢
文
に
お
け
る
漢
字
の
表
記
と
直
接
の
関
係
を
持
た
ず
に
補
読
さ
れ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
既
に
触
れ
た
よ
う

に
、
一
部
「
干
」
「
於
」
の
慣
用
的
定
型
の
表
記
と
関
係
し
な
が
ら
補
読
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
至
干
～
（
者
）
」
に
対
す
る
「
～
に

い
た
り
て
は
」
、
．
「
於
～
（
者
）
」
に
対
す
る
「
～
に
を
き
て
（
は
）
」
、
「
動
詞
＋
A
（
名
詞
）
＋
於
＋
B
（
名
詞
）
」
に
対
す
る
「
A
を
B
に
～
す
」

な
ど
で
あ
る
が
、
逆
の
見
方
を
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
類
型
的
表
現
に
か
か
る
も
の
は
、
和
化
漢
文
に
「
干
」
「
於
」
字
を
用
い
た
表
現
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
、
和
化
漢
文
と
無
関
係
に
用
い
ら
れ
る
例
は
殆
ど
な
い
こ
と
が
解
る
。
例
外
的
な
も
の
と
し
て
次
の
四
例
が
認
め
ら
れ
る
。

0
1
9
2
富
宮
に
い
た
り
て
は
、
寺
領
に
は
ふ
き
あ
て
ゝ
、
管
修
を
い
た
さ
し
め
む
〔
至
昔
宮
者
、
省
宛
寺
領
、
令
致
螢
修
〕

0
3
0
た
～
し
富
て
ら
に
を
き
て
、
こ
と
に
お
は
き
な
る
い
と
な
み
あ
ら
む
時
は
〔
但
取
諸
宮
寺
、
有
殊
大
螢
之
時
〕

0
1
2
9
か
さ
ね
て
二
分
に
わ
か
ち
て
、
そ
の
一
を
神
明
に
す
～
め
、
そ
の
一
を
供
備
に
あ
て
む

〔
重
分
二
分
、
以
英
一
羞
神
明
、
以
其
一
宛
供
悌
〕



し
か
し
、
こ
れ
ら
に
し
て
も
和
化
漢
文
の
表
記
と
全
く
無
関
係
に
補
読
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
至
（
干
）
～
者
」
は
「
干
」
字
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
強
調
・
提
示
の
表
現
と
な
る
。
〔
至
富
宮
者
〕
　
の
場
合
、
文
章
の
修
辞
と
し
て
一
句
中
の
字
数
を
四
文
字
に
揃
え
る
こ
と
が
優
先
さ

れ
て
、
助
字
「
干
」
字
が
衷
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
㌢
る
。
次
の
〔
取
諸
富
寺
〕
が
（
宮
て
ら
に
を
き
て
）
と
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
大
文
典
』
　
に
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
至
っ
て
は
」
「
於
い
て
は
」
「
取
っ
て
は
」
が
共
に
「
に
」
を
伴
い
同
じ
意

】卿爪

義
を
有
す
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
も
和
化
漢
文
の
表
記
に
従
っ
て
　
「
に
」
が
読
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
訓
読
の
慣
用
と

し
て
「
於
」
に
準
ず
る
読
添
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
A
を
B
に
～
す
」
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
「
於
」
字
に
依
る
も
の

の
他
に
、
後
述
す
る
「
以
」
字
に
依
る
「
以
＋
A
（
名
詞
）
＋
動
詞
＋
B
（
名
詞
）
」
の
形
式
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
和
化
漢
文
の
表
記
形
式
に
従

っ
て
読
添
え
ら
れ
た
類
型
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
理
解
行
為
に
お
け
る
「
に
」
は
基
本
的
に
補
読
さ
れ
る
助
詞
で
あ
る
が
、
特
定
の
類
型

に
つ
い
て
は
和
化
漢
文
に
背
景
と
な
る
表
記
の
あ
る
こ
と
が
解
る
。
換
言
す
れ
ば
、
表
現
行
為
に
お
い
て
も
、
和
化
漢
文
に
慣
用
的
定
型
の

表
記
形
式
が
存
す
る
場
合
は
、
訓
読
で
「
に
」
が
読
添
え
ら
れ
る
べ
き
表
記
形
式
を
必
ず
用
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
A
を
B
に
～
す
」
の
類
型
の
よ
う
に
、
動
詞
が
複
数
の
対
象
を
と
り
ヲ
格
と
こ
格
と
に
依
っ
て
表
現
さ
れ
る
場
合
、
日
本
語

文
に
お
い
て
は
「
…
に
…
を
～
す
」
の
順
序
で
も
表
現
可
能
で
あ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
そ
の
よ
う
な
順
序
に
よ
る
表
現
が
五
例
あ
る
。

0
1
3
5
御
山
の
う
ち
に
弥
勒
堂
到
建
立
す
へ
き
事
〔
山
内
可
建
立
禰
勒
堂
事
〕

O
u
l
御
山
の
内
に
一
ふ
っ
二
は
き
ち
到
あ
ん
ち
し
て
ち
す
へ
し
〔
山
内
可
奉
安
置
一
彿
二
菩
薩
像
臭
〕

○
Ⅲ
先
師
墓
所
に
一
堂
を
建
立
す
へ
き
事
〔
先
師
墓
所
可
建
立
一
堂
事
〕

0
2
3
1
御
山
の
う
ち
に
千
手
堂
を
l
建
立
す
へ
き
事
〔
山
内
可
建
立
千
手
堂
事
〕

0
2
6
2
し
か
の
み
な
ら
す
、
普
宮
に
ま
こ
と
到
ぬ
き
い
て
〔
加
之
富
宮
抽
誠
〕

右
例
に
見
る
よ
う
に
、
「
…
に
…
を
～
す
」
の
場
合
は
い
ず
れ
も
和
化
漢
文
に
読
添
を
前
提
と
す
る
指
標
と
し
て
の
漢
字
が
表
記
さ
れ
ず
、
仮

名
交
り
文
の
助
詞
「
に
」
「
を
」
は
翻
訳
す
る
上
で
補
読
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ヲ
格
・
ニ
格
の
順
序
と
和
化
漢
文
の
表
記
形
式
と

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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の
関
係
を
見
る
と
、
「
を
…
に
～
す
」
の
場
合
は
「
動
詞
＋
名
詞
＋
助
字
＋
名
詞
」
型
或
は
「
以
＋
名
詞
＋
動
詞
＋
名
詞
」
型
、
「
…
に
…

を
～
す
」
の
場
合
は
右
例
の
如
き
和
風
の
「
名
詞
＋
動
詞
＋
名
詞
」
型
と
い
う
相
違
と
し
て
反
映
さ
れ
、
そ
の
関
係
が
逆
に
な
る
こ
と
は
な

い
こ
と
が
極
め
て
顕
著
な
特
徴
と
し
て
確
認
で
き
る
。
少
な
く
と
も
本
資
料
に
お
け
る
限
り
、
「
…
に
…
を
～
す
」
が
「
動
詞
＋
名
詞
＋
名
詞
」

の
形
式
で
表
現
さ
れ
た
も
の
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

【以】和
化
漢
文
で
用
い
ら
れ
た
「
以
」
字
は
総
数
二
三
例
で
あ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
直
接
に
或
は
読
添
の
形
で
必
ず
読
ま
れ
る
。
そ
の

内
、
「
以
上
・
以
前
・
以
後
」
な
ど
が
八
例
と
接
続
詞
相
当
の
「
是
以
」
が
二
例
（
ワ
」
ゝ
を
も
ち
て
）
入
野
」
れ
に
よ
り
て
）
あ
り
、
国
語

助
詞
と
関
係
す
る
の
は
「
を
も
ち
て
」
「
を
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
一
三
例
で
あ
る
。
斯
か
る
；
一
例
は
総
て
「
以
十
名
詞
＋
動
詞
＋
名
詞
」
型
で

あ
り
、
動
詞
に
は
「
な
す
」
の
意
の
「
為
（
す
）
」
が
多
く
、
動
詞
「
為
」
特
有
の
表
現
形
式
の
如
く
で
あ
る
。

以
＋
A
＋
烏
＋
B
　
／
九
例
（
（
A
を
も
ち
て
B
と
す
）
　
四
例
・
（
A
を
B
と
す
）
一
例
・
そ
の
他
（
意
訳
）
二
例
・
（
×
）
二
例
）

以
＋
A
＋
動
詞
十
B
／
四
例
（
（
A
を
も
ち
て
B
に
～
す
）
二
例
・
（
A
を
B
に
～
す
）
二
例
）

こ
の
形
式
も
動
詞
が
対
象
を
複
数
持
ち
、
日
本
語
文
の
「
A
を
B
に
～
す
」
と
い
う
構
文
を
表
現
す
る
形
式
で
あ
る
点
で
は
「
於
」
字
に
依

る
形
式
に
類
似
し
て
い
る
。
漢
字
本
来
の
意
味
用
法
が
異
な
る
た
め
に
、
そ
の
語
序
に
「
以
A
動
詞
B
」
と
「
動
詞
A
於
B
」
と
い
う
違
い

が
あ
る
が
、
「
以
」
も
「
於
」
も
共
に
特
定
の
助
詞
が
読
添
え
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
日
本
語
文
の

側
か
ら
見
れ
ば
両
者
は
同
じ
構
文
の
表
現
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
具
体
的
に
は
次
に
示
す
例
で
あ
る
が
、
訓
読
語
「
を
も
ち
て
」
が
三
隅

相
当
の
資
格
で
国
語
助
詞
「
を
」
と
同
じ
機
能
を
果
た
す
と
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
「
以
」
字
を
「
を
」
と
だ
け
読
ん
だ
例
が
あ
る
こ
と

か
ら
も
確
認
で
き
る
。

○
論
義
講
之
時
、
以
執
行
烏
探
題
（
7
8
論
義
講
の
時
、
執
行
を
も
ち
て探
題
と
す
へ
き
ゆ
へ
な
り
）



○
以
此
常
行
布
施
之
力
、
必
矧
無
上
菩
提
之
緑
也
へ
1
3
3
こ
の
常
（
行
）
住
布
施
の
ち
か
ら
を
訂
亘
で
か
な
ら
す
無
上
菩
提
の
え
ん
と
せ
む
）

○
以
薬
師
観
音
滞
勤
、
矧
我
本
尊
（
1
3
6
搬
薬
師
観
音
弥
勤
を
も
ち
て
、
わ
か
本
尊
日
刊
）

○
抑
我
大
菩
薩
者
、
以
薬
師
観
音
禰
勤
矧
本
尊
（
2
5
5
そ
も
ノ
＼
わ
か
大
菩
薩
は
、
薬
師
観
音
弥
勤
を
も
ち
て
本
尊
日
u
た
ま
ふ
）

〇
両
官
之
中
、
以
正
直
可
剣
先
（
2
0
1
詞
官
の
な
か
、
正
直
を
さ
き
と
L
V

○
以
一
種
別
常
、
可
撃
補
別
富
（
4
5
一
の
権
別
富
郎
新
顔
で
か
な
ら
す
別
宮
村
補
す
へ
し
）

○
以
此
功
徳
、
併
資
先
師
人
望
」
の
功
徳
を
も
ち
て
、
し
か
し
な
か
ら
先
師
吋
資
せ
む
）

○
以
其
一
羞
神
明
、
以
其
一
宛
供
悌
（
1
2
9
そ
の
一
を
神
明
に
す
～
め
、
そ
の
一
を
供
備
に
あ
て
む
）

「を」漢
字
仮
名
交
り
文
に
は
総
数
一
六
九
例
の
助
詞
「
を
」
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
内
和
化
漢
文
で
「
以
」
「
於
」
「
干
」
字
が
使
用
さ
れ
る
部

分
に
対
応
し
て
読
添
え
ら
れ
た
も
の
が
一
五
例
あ
る
外
は
補
読
さ
れ
た
も
の
で
、
補
読
が
全
体
の
九
割
以
上
に
及
ぶ
。
既
に
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
和
化
漢
文
の
表
記
を
指
標
と
し
て
読
添
え
ら
れ
た
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
例
は
特
定
の
構
文
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
助
詞
「
を
」
は
基

本
的
に
和
化
漢
文
で
は
表
記
さ
れ
ず
漢
字
仮
名
交
り
文
で
補
読
さ
れ
る
が
、
日
本
語
文
に
お
け
る
特
定
の
構
文
が
和
化
漢
文
に
慣
用
的
定
型

の
表
現
と
し
て
存
す
る
場
合
は
必
ず
そ
の
形
式
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

格
助
詞
「
を
」
／
一
六
二
例
（
〔
以
〕
五
例
・
〔
於
〕
三
例
・
〔
干
〕
一
例
・
〔
補
読
〕
一
四
九
例
・
〔
×
〕
四
例
）

「
を
も
ち
て
」
／
　
　
七
例
（
〔
以
〕
七
例
。
接
続
詞
相
当
の
〔
是
以
〕
（
こ
ゝ
を
も
ち
て
）
一
例
を
含
む
。
）

以
上
見
て
き
た
国
語
助
詞
「
に
」
「
を
」
と
助
字
「
干
」
「
於
」
「
以
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
助
詞
「
に
」
と
「
を
」
は
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
慣
用
的
定
型
の
表
記
形
式
や
慣
用
的
用
法
の
「
干
」
「
於
」
「
以
」

が
あ
る
場
合
以
外
は
、
原
則
と
し
て
訓
読
と
い
う
作
業
の
過
程
で
補
読
さ
れ
る
と
い
う
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
補
読
率
は
そ
れ
ぞ
れ
8
4

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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六

％
と
9
4
％
に
及
び
、
和
化
漢
文
に
助
字
と
し
て
漢
字
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
極
端
に
少
な
い
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
で
用
い
ら
れ
た
こ
れ
ら
の

助
字
は
、
殆
ど
例
外
な
く
国
語
助
詞
と
の
関
係
を
持
っ
て
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
訓
読
さ
れ
、
不
読
に
な
る
こ
と
が
な
い
。
次
に
特
徴
的
な

傾
向
を
持
つ
の
は
、
動
詞
が
複
数
の
対
象
を
持
つ
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
「
を
…
に
～
す
」
か
「
…
に
…
を
～
す
」

の
構
文
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
訓
読
語
「
を
も
ち
て
」
は
一
語
相
当
の
資
格
で
助
詞
「
を
」
に
準
ず
る
機
能
を
持
ち
、
和
化

漢
文
で
は
「
以
」
字
で
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
形
式
の
「
…
を
（
も
ち
て
「
：
に
（
と
）
（
～
）
す
」
を
含
め
る
と
、
漢
字
仮
名
交
り
文
に
認
め

ら
れ
る
「
…
を
…
に
～
す
」
の
構
文
は
、
例
外
な
く
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
動
詞
…
於
…
」
か
「
以
…
動
詞
⊥
の
型
で
表
現
さ
れ
た
部
分

に
対
応
す
る
と
い
う
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
一
方
、
「
A
に
B
を
～
す
」
の
構
文
の
方
は
、
和
化
漢
文
で
助
字
を
用
い
る
こ
と
な
く
「
A
動
詞

B
」
の
型
で
表
現
さ
れ
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
日
本
語
の
表
現
に
必
要
な
格
表
示
と
し
て
助
詞
が
補
読
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

【興】和
化
漢
文
で
用
い
ら
れ
た
「
輿
」
字
は
三
例
あ
る
が
、
国
語
助
詞
に
相
当
す
る
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
は
一
例
し
か
な
い
。
そ
の

他
は
「
譲
興
人
ゆ
つ
る
）
」
一
例
「
あ
た
ふ
」
一
例
が
あ
る
。

○
輿
汝
共
上
洛
、
擁
護
繹
迦
教
跡
、
保
護
百
王
聖
胤
（
8
2
な
む
ち
幻
ゝ
も
に
上
洛
し
て
、
釈
迦
の
教
跡
を
擁
護
し
、
百
王
の
聖
胤
を
保
護
せ
む
）

「と」漢
字
仮
名
交
り
文
に
用
い
ら
れ
た
助
詞
「
と
」
は
総
数
一
四
例
が
存
す
る
。
〓
正
の
漢
字
を
逐
字
的
に
直
接
訓
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

和
化
漢
文
に
対
応
箇
所
の
あ
る
一
三
例
の
総
て
が
和
化
漢
文
の
表
記
と
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
興
」
に
対
応
す

る
一
例
以
外
は
、
特
定
の
動
詞
に
対
応
し
て
用
い
ら
れ
た
一
二
例
（
「
～
と
い
ふ
」
〔
謂
〕
三
例
・
「
～
と
す
」
〔
烏
〕
九
例
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
和
化
漢
文
の
「
謂
」
字
と
「
烏
」
字
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

【
謂
】
全
三
例
（
総
て
助
詞
「
と
」
を
添
え
て
「
～
と
い
ふ
」
と
訓
ず
。
仮
名
交
り
文
で
不
読
と
な
っ
た
例
は
な
い
。
）



〇
割
公
庭
之
参
、
詞
人
家
之
翔
、
無
便
干
坐
籍
…
（
6
0
公
庭
の
参
L
l
国
び
、
人
家
の
ふ
る
ま
ひ
と
い
ひ
、
坐
籍
に
た
よ
り
な
く
…
）

○
刺
其
殊
功
者
、
…
如
此
之
犯
人
召
取
之
輩
也
（
1
1
9
そ
の
殊
功
と
い
ふ
は
、
…
か
く
の
こ
と
き
の
犯
人
を
め
し
と
る
と
も
か
ら
也
）

【
烏
】
全
二
六
例
（
仮
名
交
り
文
で
、
「
～
た
め
」
二
例
、
「
～
た
り
」
五
例
、
「
～
と
す
」
九
例
、
不
対
応
一
〇
例
。
）

○
此
内
以
碩
学
法
器
者
一
人
、
可
矧
山
上
之
執
行
（
撃
」
の
う
ち
碩
撃
法
器
の
人
ひ
と
り
を
え
ら
ひ
て
、
御
山
の
執
行
と
す
へ
し
）

○
論
義
講
之
時
、
以
執
行
矧
探
題
（
7
8
論
義
講
の
時
、
執
行
を
も
ち
て
探
題
と
す
へ
き
ゆ
へ
な
り
）

○
以
此
常
行
布
施
之
力
、
必
矧
無
上
菩
提
之
緑
也
（
嬰
」
の
常
（
行
）
住
布
施
の
ち
か
ら
を
も
ち
て
、
か
な
ら
す
無
上
菩
提
の
え
ん
と
せ
む
）

○
以
薬
師
観
音
禰
勤
、
矧
我
本
尊
（
1
3
7
薬
師
観
音
弥
勤
を
も
ち
て
、
わ
か
本
尊
と
す
）

○
積
諸
僧
樽
讃
之
薫
修
、
矧
衆
生
化
度
之
方
便
（
1
7
3
諸
僧
特
讃
の
薫
修
を
つ
み
て
、
衆
生
化
度
の
方
便
と
せ
む
）

○
是
以
頒
数
万
戸
之
民
個
、
矧
大
少
社
之
神
領
（
嬰
」
れ
に
よ
り
て
数
万
戸
の
民
個
を
わ
か
ち
て
、
大
小
社
の
神
領
と
す
）

○
偏
矧
朝
家
之
煩
、
如
忘
公
平
之
基
（
1
9
1
ひ
と
へ
に
朝
家
の
わ
つ
ら
ひ
幻
u
て
、
公
平
の
も
と
ゐ
を
わ
す
れ
た
る
か
こ
と
し
）

○
以
正
直
可
矧
先
、
寺
務
之
聾
、
守
膏
規
可
行
事
（
2
0
1
正
直
を
さ
き
O
u
、
寺
務
の
と
も
か
ら
、
膏
規
を
ま
も
る
へ
し
）

○
抑
我
大
菩
薩
者
、
以
薬
師
観
音
滞
勤
矧
本
尊
（
2
5
5
そ
も
く
わ
か
大
菩
薩
は
、
薬
師
観
音
弥
勒
を
も
ち
て
本
尊
と
し
た
ま
ふ
）

以
上
の
よ
う
に
、
和
化
漢
文
に
漢
字
表
記
さ
れ
た
助
詞
「
と
」
は
「
輿
」
の
一
例
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
漢
字
仮
名
交
り
文
に

助
詞
「
と
」
は
一
四
例
用
い
ら
れ
る
が
、
「
輿
」
の
一
例
を
除
く
と
他
は
総
て
「
～
と
い
ふ
」
「
～
と
す
」
の
表
現
で
、
「
謂
」
「
烏
」
字
に
対

応
し
て
の
み
現
れ
る
。
こ
れ
ら
は
和
化
漢
文
の
表
記
と
全
く
無
関
係
に
補
読
さ
れ
る
も
の
は
な
く
、
「
謂
」
「
寅
」
字
の
訓
と
し
て
「
と
」
を

含
む
か
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
助
詞
「
と
」
は
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
特
定
の
語
（
「
輿
」
「
謂
」
「
烏
」
）
が
表
記

さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
語
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
補
読
さ
れ
る
と
い
う
一
種
の
訓
読
の
定
型
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読

【自】
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和
化
漢
文
に
は
総
数
八
例
の
「
自
」
字
が
用
い
ら
れ
、
副
詞
（
み
づ
か
ら
）
一
例
と
名
詞
（
熟
字
）
八
白
界
）
一
例
を
除
い
て
、
仮
名
交
り

文
で
は
対
応
す
る
五
例
が
助
詞
「
よ
り
」
で
訓
ま
れ
る
。
そ
の
内
の
一
例
は
副
詞
「
も
と
よ
り
」
を
漢
字
表
記
し
た
「
日
本
」
で
、
和
化
漢

（12）

文
な
ど
に
も
日
常
通
行
の
用
字
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
漢
文
の
直
訳
に
よ
っ
て
助
詞
「
よ
り
」
が
あ
て
ら
れ
た
「
自
非
」
の
一
例
も

あ
る
。○
而
薬
師
堂
日
本
有
之
（
1
3
9
し
か
る
を
、
薬
師
堂
も
と
の
男
こ
れ
あ
り
）

〇
日
非
才
之
淵
源
、
難
備
法
之
棟
梁
故
也
（
8
5
才
の
渕
源
に
あ
ら
す
よ
り
は
、
法
の
棟
梁
に
そ
な
は
り
か
た
き
ゆ
へ
な
り
）

残
り
の
例
が
い
わ
ゆ
る
国
語
助
詞
「
よ
り
」
と
同
じ
用
法
の
漢
字
表
記
「
自
」
で
あ
る
。

○
惣
者
自
一
門
之
列
祖
、
至
吾
寺
之
傍
官
（
1
6
1
す
へ
て
は
、
一
門
の
列
祖
よ
り
わ
か
て
ら
の
傍
官
に
い
た
る
ま
て
）

○
自
今
身
迄
悌
身
、
持
念
之
修
行
之
（
1
6
8
今
身
よ
り
仏
身
に
い
た
る
ま
て
、
こ
れ
を
持
念
し
、
こ
れ
を
修
行
し
て
）

〇
日
少
破
各
用
意
、
無
大
費
終
其
功
（
1
9
5
少
破
よ
り
を
の
く
用
意
し
て
、
お
は
き
な
る
つ
い
え
な
く
し
て
、
そ
の
功
を
ゝ
へ
む
）

「
よ
り
」

漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
六
例
が
用
い
ら
れ
る
（
副
詞
「
も
と
よ
り
」
を
一
例
含
む
）
。
次
に
示
す
補
説
例
が
一
例
あ
る
以
外
は
、
和
化
漢
文

の
「
自
」
字
表
記
に
対
応
し
て
用
い
ら
れ
る
。
助
詞
「
よ
り
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
は
「
従
」
な
ど
も
一
般
的
に
は
用
い
ら
れ
る
が
、
「
自
」

字
以
外
に
対
応
す
る
漢
字
表
記
は
な
い
。
な
お
、
「
よ
り
」
と
「
自
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
項
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

0
1
1
0
し
か
る
を
ち
か
き
よ
り
男
、
富
宮
の
要
に
あ
ら
す
、
本
所
の
撃
に
あ
ら
す
〔
而
近
代
非
常
宮
之
要
、
非
本
所
之
撃
〕（13）

助
詞
「
よ
り
」
の
中
に
は
、
漢
文
の
「
自
非
」
を
直
訳
し
た
「
～
ず
よ
り
は
」
と
い
う
訓
読
の
特
殊
な
用
法
も
一
例
存
す
る
。
同
様
に
訓

読
文
に
多
く
翻
訳
臭
の
強
い
「
～
よ
り
～
ま
で
」
の
形
が
あ
る
。
仮
名
交
り
文
の
「
よ
り
」
は
、
こ
の
よ
う
に
和
文
に
現
れ
難
く
訓
読
文
に

多
い
用
法
・
表
現
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
現
行
為
の
側
か
ら
言
え
ば
、
純
粋
に
和
文
的
用
法
・
表
現
の
助
詞
「
よ
り
」
は
、
和
化

漢
文
に
お
い
て
漢
字
表
記
さ
れ
難
い
或
は
使
用
さ
れ
な
い
語
で
、
必
要
な
場
合
は
補
読
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
得
る
。



「
ま
で
」

漢
字
仮
名
交
り
文
に
は
二
例
し
か
見
出
せ
な
い
。
し
か
も
、
訓
読
文
に
特
徴
的
な
「
～
よ
り
～
ま
で
」
と
い
う
対
の
形
式
で
の
み
用
い
ら

（14）

れ
る
。
さ
ら
に
、
本
資
料
で
は
「
～
よ
り
～
に
い
た
る
ま
で
」
の
形
式
に
限
定
さ
れ
、
和
化
漢
文
の
漢
字
「
至
」
「
迄
」
に
対
応
す
る
。

○
空
門
の
列
祖
よ
り
、
わ
か
て
ら
の
傍
官
に
い
た
る
ま
て
〔
自
一
門
之
列
祖
、
至
吾
寺
之
傍
官
〕

○
禦
「
身
よ
り
仏
身
に
い
た
る
勘
で
こ
れ
を
持
念
し
、
こ
れ
を
修
行
し
て
〔
自
今
身
迄
悌
身
、
持
念
之
、
修
行
之
〕

右
例
は
い
ず
れ
も
「
イ
タ
ル
」
の
《
極
度
の
事
例
の
提
示
》
を
す
る
用
法
で
、
或
る
事
例
の
提
示
を
強
調
す
る
場
合
の
表
現
が
既
述
の
「
～
に

い
た
り
て
は
」
「
至
干
～
」
型
で
あ
っ
た
の
と
異
な
り
、
「
～
よ
り
」
「
自
」
字
と
対
に
な
る
こ
と
で
「
至
」
「
迄
」
字
の
訓
が
助
詞
「
ま
で
」

を
含
ん
だ
定
型
の
訓
読
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
表
記
と
無
関
係
な
純
粋
の
補
読
で
は
な
く
、
和

化
漢
文
の
漢
字
を
指
標
と
し
た
解
釈
上
の
読
添
と
見
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
助
詞
「
よ
り
」
「
ま
で
」
は
和
化
漢
文
の
漢
字
と
対
応
す
る
部
分
で
用
い
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
和
化
漢
文
と
漢
文
訓
読

文
に
用
い
ら
れ
る
和
風
・
翻
訳
調
の
強
い
類
型
と
用
法
の
範
囲
内
（
「
…
よ
り
…
ま
で
」
「
～
ず
よ
り
は
」
）
で
の
み
出
現
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

【乎】

（15）

和
化
漢
文
に
総
数
五
例
が
存
す
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
の
対
応
す
る
箇
所
で
は
「
い
は
む
や
」
と
読
ま
れ
る
「
況
乎
＝
例
と
、
万
葉
仮

名
と
し
て
助
詞
「
ヲ
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
一
例
が
あ
る
。

○
況
乎
美
濃
圃
明
知
庄
者
、
彼
塔
領
也
　
（
2
2
7
い
は
む
や
美
濃
囲
明
知
庄
は
、
か
の
塔
の
領
也
）

○
難
渡
未
渡
乃
衆
生
肇
渡
加
鵠
仁
現
神
道
文
　
（
×
）
（
万
葉
仮
名
と
し
て
助
詞
「
を
」
の
表
記
に
使
用
）

右
二
例
以
外
は
、
助
詞
「
や
」
に
対
応
す
る
。
和
化
漢
文
の
「
乎
」
は
常
に
仮
名
交
り
文
で
「
や
」
と
訓
ぜ
ら
れ
、
全
く
の
不
読
と
な
っ
た

例
は
な
い
。
ま
た
、
和
化
漢
文
で
は
常
に
文
末
に
位
置
し
、
疑
問
詞
（
副
詞
）
と
呼
応
し
て
用
い
ら
れ
た
例
ば
か
り
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
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「や」漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
七
例
が
存
す
る
。
和
化
漢
文
に
対
応
箇
所
が
あ
る
部
分
で
は
、
「
乎
」
に
対
応
す
る
も
の
が
三
例
、
補
読
さ
れ
る

も
の
が
三
例
あ
る
。
助
詞
「
や
」
の
特
徴
と
し
て
は
、
総
て
副
詞
と
呼
応
す
る
か
た
ち
で
文
末
に
用
い
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

0
9
7
吋
叫
利
相
害
す
る
く
る
し
ひ
を
か
な
し
は
さ
ら
む
や
〔
誰
不
悲
相
害
之
苦
乎
〕

○
叫
瑚
旬
刊
神
明
の
た
す
け
な
か
ら
む
や
〔
孟
無
神
明
之
助
成
乎
〕

0
1
5
4
た
～
し
過
分
の
不
嘗
あ
ら
は
、
い
か
て
か常
住
の
本
懐
た
ら
む
や
〔
但
於
有
過
分
之
不
富
者
、
割
線
常
住
之
本
懐
乎
〕

0
2
1
1
一
向
の
信
を
ま
も
ら
む
に
を
き
て
は
、
剖
封
四
知
の
廉
を
わ
す
れ
ん
や
〔
於
守
一
向
之
信
、
何
忘
四
知
之
廉
〕

0
2
6
1
沓
願
の
お
も
む
き
、
感
應
劃
吋
む
な
し
か
ら
む
や
〔
嬰
願
之
趣
、
感
應
薗
空
〕

0
2
0
6
画
面
叫
刊
か
の
霊
託
あ
り
、
お
そ
れ
さ
る
へ
し
や
〔
況
有
彼
憲
託
、
可
恐
可
恐
〕

0
5
0
神
慮
を
あ
ふ
く
と
も
か
ら
、
叫
日
朝
し
か
る
へ
し
や
〔
×
〕

右
例
の
い
ず
れ
も
が
副
詞
に
呼
応
し
、
補
読
も
和
化
漢
文
に
副
詞
の
表
記
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
一
般
に
和
文
に
お
け
る
助
詞
「
や
」

は
単
独
で
も
文
中
・
文
末
に
用
い
る
用
法
が
あ
る
が
、
本
資
料
で
は
仮
名
交
り
文
の
補
読
で
さ
え
も
単
独
の
使
用
例
が
な
く
副
詞
と
呼
応
す

る
例
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
「
い
は
む
や
」
の
結
び
と
し
て
「
や
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
否
か
が
明
確
で
な
い
例
が
あ
る
。
斯
か
る
例
が
呼

応
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
例
外
的
な
単
独
の
文
末
使
用
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
例
の
場
合
、
「
や
」

が
呼
応
語
で
な
け
れ
ば
「
い
は
む
や
」
が
何
の
呼
応
語
も
持
た
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
期
の
語
法
と
し
て
は
一
般
的
で
な
い
。
途
中
で
文

（16）

が
区
切
れ
る
よ
う
な
不
自
然
さ
は
あ
る
が
、
一
応
呼
応
語
と
し
て
見
る
。

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
和
化
漢
文
の
「
乎
」
も
漢
字
仮
名
交
り
文
の
「
や
」
も
、
そ
の
使
用
は
原
則
と
し
て
疑
問
詞
（
副
詞
）
に
呼
応
す
る

型
で
文
末
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
明
確
で
あ
る
。
特
に
、
和
化
漢
文
の
「
乎
」
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な

（17）

い
。
こ
れ
は
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
乎
」
字
の
特
徴
と
し
て
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
所
に
通
ず
る
。
一
方
、
和
文
に
お
け
る
「
や
」
は
文
中
・



文
末
に
単
独
で
も
用
い
る
用
法
が
あ
る
。
従
っ
て
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
「
や
」
は
、
和
文
的
性
格
の
助
詞
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
の
で

は
な
く
、
和
化
漢
文
の
影
響
の
方
を
強
く
受
け
て
幾
分
意
味
・
用
法
上
の
変
質
を
来
し
た
訓
読
語
と
し
て
の
助
詞
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
あ
る
。

【欺】和
化
漢
文
に
総
数
六
例
が
存
す
る
。
い
ず
れ
も
漢
字
仮
名
交
り
文
に
対
応
箇
所
が
あ
り
、
「
か
」
四
例
と
「
ゆ
へ
な
り
」
二
例
に
対
応
す
る
。

ま
た
、
和
化
漢
文
の
「
欺
」
表
記
が
仮
名
交
り
文
で
全
く
の
不
読
と
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
か
つ
和
化
漢
文
で
も
漢
字
仮
名
交
り
文
で
も
総

て
文
末
に
の
み
位
置
す
る
。
さ
ら
に
、
常
に
副
詞
（
疑
問
詞
）
　
に
伴
う
形
式
で
の
み
使
用
さ
れ
た
「
乎
」
字
の
場
合
と
異
な
り
、
「
欺
」
字
は

単
独
で
疑
問
表
現
を
構
成
し
て
い
る
例
し
か
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

和
化
漢
文
の
「
欺
」
字
は
疑
問
表
現
に
関
わ
る
助
字
で
あ
る
。
先
学
の
指
摘
に
従
う
と
、
疑
問
表
現
は
一
般
に
表
現
意
図
に
よ
っ
て
質
問

表
現
と
疑
惑
表
現
と
に
区
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
疑
問
表
現
は
そ
の
表
現
形
式
か
ら
説
明
要
求
・
選
択
要
求
・
判
定
要
求
に
区
分
さ
れ
る
が
、

和
化
漢
文
の
「
欺
」
字
は
選
択
要
求
と
判
定
要
求
の
用
法
で
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
和
化
漢
文
の
「
欺
」
字
は
疑
惑
表
現
に
も
用
い
ら
れ
る

（18）

が
、
そ
の
用
法
は
懐
疑
・
推
測
・
断
定
保
留
の
三
類
の
用
法
に
類
別
さ
れ
る
。
斯
か
る
用
法
の
「
歎
」
字
は
、
古
字
書
な
ど
に
よ
っ
て
も
和

訓
「
か
」
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
和
化
漢
文
の
「
欺
」
も
助
詞
「
か
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
左
例

に
見
る
よ
う
に
、
和
化
漢
文
の
「
欺
」
に
対
し
て
仮
名
交
り
文
で
は
「
ゆ
へ
な
り
」
が
対
応
す
る
箇
所
が
二
例
存
す
る
。
管
見
の
範
囲
で
は
、

他
の
漢
文
訓
読
で
も
「
歎
」
字
に
対
し
て
「
ゆ
へ
な
り
」
の
訓
が
与
え
ら
れ
た
確
実
な
例
を
見
な
い
。
こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
当
然
断
定
的
表
現
が
期
待
さ
れ
て
よ
い
場
面
の
文
章
に
「
欺
」
字
が
使
用
さ
れ
て
、
断
定
の
保
留
も
し
く
は

椀
曲
的
断
定
と
な
る
の
が
古
記
録
の
特
徴
的
用
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
語
助
詞
「
か
」
の
和
文
に
お
け
る
文
末
用
法
は
こ
れ
と

同
様
の
機
能
を
持
た
な
い
。
そ
こ
で
、
文
書
と
し
て
は
独
立
し
た
形
態
で
あ
り
、
訓
点
資
料
の
よ
う
な
単
な
る
逐
字
・
逐
語
（
直
訳
）
的
な
訓

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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読
と
は
異
質
な
性
格
を
有
す
る
本
仮
名
交
り
文
資
料
に
お
い
て
は
、
「
欺
」
字
を
常
に
「
か
」
と
訓
ず
る
こ
と
を
せ
ず
、
意
訳
・
翻
訳
的
な
姿

勢
に
よ
っ
て
、
斯
か
る
断
定
の
保
留
・
娩
曲
的
断
定
と
い
え
る
も
の
を
文
脈
に
応
じ
て
日
本
語
文
の
表
現
と
し
て
は
直
接
的
な
断
定
表
現
が

選
択
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

0
2
4
2
弟
子
閥
を
お
き
ぬ
ふ
心
さ
し
切
な
り
と
い
へ
と
も
、
造
管
の
功
い
ま
た
な
ら
す
、
こ
れ
寺
務
進
退
の
身
に
あ
ら
す
は
、
経
始
土
木
の

こ
と
に
た
よ
り
な
き
ゆ
へ
な
り

〔
弟
子
補
間
之
志
雄
切
、
造
螢
之
功
未
成
、
是
非
寺
務
進
退
之
身
者
、
不
便
脛
始
土
木
之
事
欺
〕

0
2
5
4
か
の
三
輩
の
門
跡
を
た
つ
ね
て
、
か
な
ら
す
一
日
の
道
儀
を
か
さ
る
へ
し
、
重
山
の
月
を
こ
ひ
、
大
虚
の
風
を
ね
か
ふ
ゆ
へ
な
り

〔
尋
彼
三
輩
之
門
跡
、
以
餅
一
日
之
道
儀
、
懸
重
山
之
月
、
希
大
虚
之
風
者
欺
〕

「
欺
」
字
を
助
詞
「
か
」
と
訓
じ
た
例
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
右
例
が
そ
れ
を
避
け
て
「
ゆ
へ
な
り
」
と
し
た
の
は
、
こ
こ
で
の
文
脈
的

意
味
が
、
質
問
表
現
で
は
な
く
、
疑
惑
表
現
の
懐
疑
や
推
測
の
用
法
で
も
な
く
、
断
定
の
保
留
・
娩
曲
的
断
定
の
用
法
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
表
現
行
為
と
し
て
の
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
「
欺
」
字
の
意
味
・
用
法
に
断
定
の
保
留
・
椀
曲
的
断

定
を
表
現
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
理
解
行
為
（
訓
読
文
）
と
し
て
の
漢
字
仮
名
交
り
文
に
対
応
す
る
部
分
「
ゆ
へ
な
り
」
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
終
助
詞
「
か
」
を
単
独
に
使
用
す
る
文
型
は
、
和
文
及
び
漢
文
訓
読
文
共
に
、
地
の
文
の
疑
惑
表
現
に
は

通
例
殆
ど
現
れ
ず
、
記
録
語
文
に
特
徴
的
な
用
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
斯
か
る
用
法
の
「
か
」
に
よ
る
文
型
が
、
既
に
中
世
の
和

（20）

文
・
漢
文
訓
読
文
に
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
右
例
以
外
の
「
欺
」
字
四
例
は
国
語
助
詞
「
か
」
と
読
ま
れ
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
疑
惑
表
現
の
断
定
の
保
留
・
娩
曲
的
断
定
の
用
法
は
、
未
だ
な
お
和
文
等
に
は
充
分
に
馴
染
み
得

て
い
な
い
和
化
漢
文
特
有
の
語
法
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
欺
」
字
の
二
種
の
読
み
分
け
は
、
こ
の
よ
う
な
定
家
の
認
識

が
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

因
み
に
、
漢
字
仮
名
交
り
文
中
に
「
～
ゆ
へ
な
り
（
也
）
」
の
表
現
は
全
部
で
五
例
存
し
、
右
例
以
外
の
三
例
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。



0
3
4
を
の
く
は
ふ
き
あ
っ
へ
し
、
封
梓
せ
し
む
る
事
な
か
れ
、
こ
れ
す
な
は
ち
を
の
く
こ
と
心
な
く
し
て
、
ひ
と
へ
に
神
を
う
や
ま

ひ
た
て
ま
つ
る
へ
き
ゆ
へ
也
〔
各
可
省
宛
、

莫
令
封
梓
、
副
珂
則
諸
人
無
異
心
、
一
向
可
敬
神
故
l
也
l
〕

0
7
8
一
向
に
器
量
を
え
ら
ひ
て
、
晶
峡
（
秩
）
を
き
ら
ふ
へ
か
ら
す
、
こ
れ
す
な
は
ち
彿
神
事
の
つ
い
て
、
論
義
講
の
時
、

執
行
を
も
ち
て

探
題
と
す
へ
き
ゆ
へ
な
り
〔
一
向
撰
器
量
、
何
強
論
晶
秩
、

剋
則
悌
神
事
之
次
、
論
義
講
之
時
、
以
執
行
鵠
探
題

0
8
6
し
か
れ
は
碩
学
を
優
賞
せ
む
、
も
と
も
神
慮
に
か
な
は
む
か
、
才
の
渕
源
に
あ
ら
す
よ
り
は
、
法
の
棟
梁
に
そ
な
は
り
か
た
き
ゆ
へ

な
り
〔
然
者
優
賞
碩
撃
、
尤
叶
神
慮
欺
、
自
非
才
之
淵
源
、
難
備
法
之
棟
梁
醜
嘲
〕

「
ゆ
へ
な
り
」
が
、
常
に
「
欺
」
字
と
対
応
し
、
断
定
の
保
留
・
娩
曲
的
断
定
を
の
み
表
す
わ
け
で
は
な
い
。
「
こ
れ
す
な
は
ち
（
是
則
）
」
と

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
出
現
す
る
こ
と
が
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
「
ゆ
へ
」
の
語
の
持
つ
意
味
が
反
映
し
て
、
原
因
・
理
由
の
直
接
的
で
明

確
な
断
定
表
現
と
い
う
一
般
的
な
用
法
も
当
然
存
す
る
の
で
あ
る
。

「か」漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
五
例
が
存
す
る
。
和
化
漢
文
の
「
歎
」
に
対
応
す
る
も
の
が
四
例
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
末
に
位
置
す

る
。
基
本
的
に
「
欺
」
字
に
対
す
る
訓
読
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
文
中
に
補
読
さ
れ
た
係
助
詞
と
し
て
の
用
法
が
一
例
存
す
る
。

0
1
7
三
界
内
外
の
利
益
、
こ
と
に
わ
か
く
に
ゝ
か
う
ふ
ら
し
め
た
る
も
の
か
〔
三
界
内
外
之
利
益
、
殊
被
子
吾
朝
者
欺
〕

0
7
5
そ
の
え
ら
ひ
に
あ
つ
か
ら
む
人
、
さ
た
め
て
あ
ら
そ
ひ
う
れ
ふ
る
所
あ
ら
ん
か
〔
入
寺
中
應
其
撰
者
、
定
有
欝
訴
欺
〕

0
8
5
し
か
れ
は
碩
学
を
優
賞
せ
む
、
も
と
も
神
慮
に
か
な
は
む
か
〔
然
者
優
賞
碩
学
、
尤
叶
神
慮
欺
〕

マ
マ

0
1
8
3
右
、
宗
廟
の
重
事
た
る
　
朝
家
こ
と
に
尊
崇
あ
る
も
の
か
〔
右
、
宗
廟
之
鵠
重
事
、
朝
家
殊
有
尊
崇
者
歎
〕

0
1
7
8
唐
本
の
ほ
か
わ
か
御
山
に
な
に
の
益
珂
あ
ら
む
〔
唐
本
之
外
、
何
益
子
吾
御
山
〕

右
例
に
見
る
よ
う
に
、
助
詞
「
か
」
は
、
類
似
し
た
機
能
を
持
つ
「
や
」
に
よ
る
疑
問
表
現
と
は
異
な
り
、
副
詞
（
疑
問
詞
）
を
伴
う
こ
と
な

く
、
文
末
に
位
置
し
な
が
ら
単
独
で
疑
問
表
現
の
用
法
を
担
当
し
て
い
る
。
文
中
用
法
の
一
例
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
特
殊
で
あ
り
、
和
化
漠

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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二
〇
四

文
の
「
何
」
字
と
関
連
し
て
、
仮
名
交
り
文
で
は
「
な
に
」
と
呼
応
さ
せ
る
か
た
ち
で
係
助
詞
「
か
」
が
補
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
和
文

語
の
所
謂
係
助
詞
は
和
化
漢
文
で
文
字
化
す
べ
き
方
法
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
「
何
＋
名
詞
」
の
形
が
和
文
に
お
け
る
疑
問
表
現
の
定
型
「
な

に
の
…
か
～
」
に
対
応
す
る
慣
用
的
形
式
と
し
て
そ
の
訓
読
に
助
詞
「
か
」
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
。
斯
か
る
意
味
で
は
、

こ
の
場
合
も
和
化
漢
文
の
表
記
と
全
く
無
関
係
な
補
読
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
「
か
」
も
、
原
則
と
し
て
和
化
漢
文
の

表
記
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
用
い
ら
れ
る
助
詞
で
あ
り
、
純
粋
に
補
読
と
い
え
る
も
の
は
な
い
と
言
え
る
。

以
上
、
和
化
漢
文
の
「
欺
」
と
漢
字
仮
名
交
り
文
の
「
か
」
と
に
つ
い
て
簡
略
に
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
両
者
と
も
に
総
て
文
末
に
用
い

ら
れ
、
疑
問
詞
・
副
詞
に
伴
う
も
の
の
な
い
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、
理
解
行
為
と
し
て

の
漢
字
仮
名
交
り
文
に
お
い
て
は
基
本
的
に
全
く
の
不
読
や
補
読
と
な
る
も
の
が
な
く
、
表
現
行
為
と
し
て
の
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
日
本

語
文
と
し
て
必
要
な
助
詞
が
基
本
的
に
必
ず
助
字
と
し
て
文
字
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
疑
問
表
現
に
与
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
和
化
漢
文
の
「
乎
」
「
欺
」
と
漢
字
仮
名
交
り
文
の
「
や
」
「
か
」
と
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
和
化
漢
文
で
は
、
疑
問
詞
・
副
詞
と
文
末
の
疑
問
助
字
と
が
呼
応
す
る
文
型
、
或
は
疑
問
詞
・

副
詞
と
文
末
の
疑
問
助
字
の
い
ず
れ
か
一
方
が
用
い
ら
れ
る
文
型
で
表
現
さ
れ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
（
訓
読
文
）
で
は
、
疑
問
詞
・
副
詞
と

助
詞
と
が
呼
応
す
る
文
型
、
或
は
助
詞
の
み
を
用
い
る
文
型
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
文
に
お
け
る
疑
問
表
現
を
構
成
す

る
要
素
の
中
心
と
な
る
の
は
、
疑
問
詞
・
副
詞
（
所
謂
「
詞
」
）
よ
り
も
む
し
ろ
助
詞
（
所
謂
「
辞
」
）
の
方
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
あ
る
。

【者】和
化
漢
文
に
は
総
数
五
六
例
の
「
者
」
字
が
用
い
ら
れ
、
仮
名
交
り
文
で
対
応
す
る
四
六
例
は
総
て
必
ず
訓
読
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
を
意

Ⅶ
矧
爪

味
・
用
法
に
従
っ
て
分
類
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
和
化
漢
文
の
「
者
」
字
は
、
仮
名
交
り
文
で
は
殆
ど
名
詞
か
助
詞
と
し
て
訓
読



さ
れ
、
不
読
と
さ
れ
た
も
の
は
全
く
な
い
と
い
う
顕
著
な
特
徴
が
確
認
で
き
る
。

名
詞

係
助
詞

／
二
二
例
（
八
人
）
二
例
・
（
も
の
）
九
例
・
（
×
）
二
例
）

／
三
二
例
（
八
は
）
二
八
例

接
続
助
詞
（
仮
定
）
／

接
続
助
詞
（
確
定
）
／

そ
の
他
　
　
　
　
／

○
雷
所
八
幡
宮
者
、

五
例
（
（
未
然
形
＋
ば
）
三
例

・
（
×
）
四
例
）

・
（
×
）
二
例
）

四
例
（
（
巳
然
形
＋
ば
）
四
例
）

二
例
（
然
劃
（
こ
れ
に
よ
り
て
）
・
理
不
拘
成
敗
劃
（
わ
た
く
し
の
成
敗
に
か
ゝ
は
れ
さ
ら
む
時
は
）
）

拝
本
地
者
、
則
一
子
平
等
慈
悲
之
教
主
、
仰
垂
跡
者
、
亦
百
王
鎮
護
霊
験
之
尊
神
、
済
度
之
悲
願
誠
堆
遍
、
三
界
内

外
之
利
益
、
殊
被
子
吾
朝
者
欺

（
1
1
富
所
や
は
た
の
宮
は
、
本
地
を
は
い
す
れ
は
、
す
な
は
ち
一
子
平
等
慈
悲
の
教
主
、
垂
跡
を
あ
ふ
け
は
、
又
百
王
鎮
護
霊
験
の
尊
神
、

済
度
の
悲
願
ま
こ
と
に
あ
ま
ね
L
と
い
へ
と
も
、
三
界
内
外
の
利
益
、
こ
と
に
わ
か
く
に
ゝ
か
う
ふ
ら
し
め
た
る
も
の
か
）

○
抑
執
行
者
、
宮
寺
之
重
職
也
、
入
寺
中
應
其
撰
者
、
定
有
欝
訴
欺

（
7
3
そ
も
〈
執
行
は
、
宮
て
ら
の
重
職
也
、
入
寺
の
な
か
、
そ
の
え
ら
ひ
に
あ
つ
か
ら
む
人
、
さ
た
め
て
あ
ら
そ
ひ
う
れ
ふ
る
所
あ
ら

ん
か
）

○
但
於
有
過
分
之
不
富
者
、
宰
烏
常
住
之
本
懐
乎
（
1
5
3
た
ゝ
し
過
分
の
不
富
あ
ら
率
い
か
て
か
常
住
の
本
懐
た
ら
む
や
）

「は」漢
字
仮
名
交
り
文
に
は
総
数
三
八
例
の
助
詞
「
は
」
が
確
認
さ
れ
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
者
」
字
に
対
応
す
る
も
の
が
二
八
例
存
す
る
。

名
詞
十
は
　
　
　
／
二
〇
例
（
〔
者
〕
一
六
例
・
〔
補
読
〕
　
四
例
）

動
詞
＋
て
＋
は
　
／
　
八
例
（
〔
者
〕
　
五
例
・
〔
補
読
〕
三
例
）
「
～
に
い
た
り
て
は
」
三
例
・
「
～
に
お
き
て
は
」
四
例
・
「
こ
と
に
わ
き
て
は
＝
例

動
詞
＋
は
　
　
　
／
一
例
（
〔
者
〕
　
一
例
）

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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～
む
時
は
（
仮
定
）
／
　
二
例
（
〔
者
〕
　
一
例
　
∴
補
読
〕
一
例
）

～
に
あ
ら
ず
は
　
／
　
六
例
（
〔
者
〕
　
五
例
・
〔
補
読
〕
一
例
）

～
ぬ
は
　
　
　
　
／
一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〔
補
読
〓
例
）

和
化
漢
文
に
特
定
の
漢
字
（
例
え
ば
「
者
」
）
表
記
が
な
く
、
仮
名
交
り
文
の
方
で
補
読
さ
れ
た
例
が
一
〇
例
存
す
る
。
日
本
語
文
に
お
い
て
は

こ
の
よ
う
な
助
詞
「
は
」
が
省
略
さ
れ
る
場
合
も
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
補
読
に
よ
っ
て
ま
で
仮
名
交
り
文
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
補
読
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
や
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
〇
例
に
つ
い
て
次
に
全
用
例
を
示
す
。

0
2
7
庄
務
に
い
た
り
て
は
、
な
か
く
そ
の
職
に
し
た
か
ひ
て
、
そ
の
人
に
つ
く
へ
か
ら
す
〔
到
刊
庄
務
、
永
随
所
職
、
勿
附
英
人
〕

○
軍
」
と
に
お
ほ
き
な
る
い
と
な
み
あ
ら
む
時
は
、
…
を
の
ノ
＼
は
ふ
き
あ
っ
へ
し
〔
有
殊
大
管
剖
噂
、
…
各
可
省
宛
〕

0
8
5
才
の
渕
源
に
あ
ら
す
よ
り
は
、
法
の
棟
梁
に
そ
な
は
り
か
た
き
ゆ
へ
な
り
〔
矧
弗
才
之
淵
源
、
難
備
法
之
棟
梁
故
也
〕

0
2
1
1
一
向
の
信
を
ま
も
ら
む
に
を
き
て
は
、
な
ん
そ
四
知
の
廉
を
わ
す
れ
ん
や
〔
矧
守
一
向
之
信
、
何
忘
四
知
之
廉
〕

．

1

　

－

　

．

．

1

1

1

1

－

－

－

－

I

I

I

I

I

I

I

I

I

L

ヽ

ノ

．

ヽ

′

0
2
0
2
。
聖
わ
き
て
は
、
大
菩
薩
の
御
託
宣
に
い
は
く
〔
就
中
大
菩
薩
御
託
宣
云
〕

0
2
0
0
神
は
非
礼
を
う
け
た
ま
は
廿
ぬ
は
啓
史
の
明
文
也
〔
神
不
享
非
祀
、
蕾
史
之
明
文
也
〕

0
2
5
8
か
み
は
三
所
に
資
し
た
て
ま
つ
り
、
中
は
一
人
を
い
の
り
た
て
ま
つ
る
、
L
も
は
二
親
を
と
ふ
ら
ふ

〔
上
資
三
所
、
中
祝
一
人
、
下
訪
二
親
〕

右
例
の
如
く
、
補
読
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
特
定
の
慣
用
的
表
現
形
式
の
中
で
用
い
ら
れ
、
強
調
・
提
示
や
条
件
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
和
化
漢
文
に
お
け
る
和
風
の
定
型
表
現
で
あ
り
或
は
訓
読
に
お
け
る
定
型
の
表
現
で
あ
る
。

和
化
漢
文
の
定
型
で
は
「
者
」
字
が
表
記
さ
れ
る
場
合
と
表
記
さ
れ
な
い
場
合
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
意
味
・
用
法
上
の
違
い
は

な
い
。
ま
た
、
原
文
の
「
者
」
字
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
訓
読
の
定
型
と
し
て
助
詞
「
は
」
を
含
む
表
現
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
助
詞
「
は
」
は
、
日
本
語
文
と
し
て
必
要
な
場
合
に
は
基
本
的
に
和
化
漢
文
に
も
「
者
」
字
で
表
記
さ
れ
る
助
詞
で
、
仮
名



交
り
文
の
補
読
も
定
型
の
表
現
に
従
い
、
和
化
漢
文
の
表
記
と
全
く
無
関
係
の
補
託
は
殆
ど
な
い
と
見
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

「ぱ」漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
六
例
が
存
す
る
。
和
化
漢
文
に
対
応
箇
所
の
あ
る
五
例
総
て
が
「
者
」
字
に
対
応
す
る
部
分
で
の
み
用
い
ら
れ

る
。
所
謂
順
接
の
接
続
助
詞
で
あ
り
、
仮
定
条
件
の
「
動
詞
未
然
形
＋
ば
」
三
例
、
確
定
条
件
の
「
動
詞
己
然
形
＋
ば
」
二
例
が
あ
る
。

0
2
4
弟
子
叫
U
か
た
し
け
な
く
神
徳
を
か
う
ふ
り
て
、
つ
ゐ
に
身
の
ゝ
そ
み
を
と
け
は
〔
弟
子
萄
蒙
冥
略
、
有
遂
本
望
者
〕

0
7
0
射
し
l
智
行
す
て
か
た
く
、
年
ら
う
あ
は
れ
ふ
へ
き
と
も
か
ら
あ
ら
は
〔
若
有
智
行
難
弄
、
年
戒
可
優
者
〕

0
1
5
3
た
ゝ
し
過
分
の
不
嘗
あ
ら
率
い
か
て
か
常
住
の
本
懐
た
ら
む
や
〔
但
於
有
過
分
之
不
富
者
、
宇
島
常
住
之
本
懐
乎
〕

0
1
3
本
地
を
は
い
す
れ
吋
す
な
は
ち
一
子
平
等
慈
悲
の
教
主
〔
拝
本
地
者
、
則
一
子
平
等
慈
悲
之
教
主
〕

0
1
4
垂
跡
を
あ
ふ
け
吋
又
百
王
鎮
護
霊
験
の
尊
神
〔
仰
垂
跡
者
、
亦
百
王
鎮
護
霊
験
之
尊
神
〕

和
化
漢
文
で
も
漢
字
仮
名
交
り
文
で
も
順
接
仮
定
条
件
は
「
若
」
「
も
し
」
か
「
者
」
「
ば
」
で
表
現
さ
れ
る
が
、
常
に
「
若
」
「
も
し
」
と
「
者
」

「
ば
」
と
が
呼
応
し
て
用
い
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
文
体
の
本
文
で
も
副
詞
「
若
」
「
も
し
」
の
語
だ
け
に
よ
っ
て
仮
定

条
件
が
表
現
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
一
方
、
順
接
確
定
条
件
は
必
ず
助
字
「
者
」
と
助
詞
「
ば
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

る
。
特
に
特
徴
的
な
点
と
し
て
着
目
す
べ
き
は
、
仮
名
交
り
文
で
も
補
読
さ
れ
た
接
続
助
詞
「
ば
」
が
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
本

資
料
に
関
す
る
限
り
、
国
語
助
詞
「
ば
」
が
担
う
よ
う
な
順
接
条
件
句
の
構
成
に
、
和
化
漢
文
で
は
必
ず
助
字
「
者
」
が
用
い
ら
れ
、
漢
字

仮
名
交
り
文
で
は
助
詞
「
ば
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
顕
著
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
解
釈
行
為
と
し
て
の
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
、
助
詞
「
は
」
「
ば
」
が
原
則
と
し
て
和
化
漢
文
に
表
記
さ
れ
た
「
者
」

字
に
対
応
す
る
部
分
に
用
い
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
表
現
行
為
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
語
文
（
訓
読
文
）
と
し
て
必
要

な
助
詞
「
は
」
「
ば
」
は
、
和
化
漢
文
で
は
原
則
と
し
て
「
者
」
で
表
記
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
和
化
漢
文
に
「
者
」
字
が
文
字
化
さ

れ
な
い
場
合
も
、
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
の
慣
用
的
定
型
表
現
に
限
ら
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
上
述
の
傾
向
を
否
定
す
る
事
象
で
は

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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【雄】和
化
漢
文
に
は
総
数
一
七
例
が
存
す
る
。
そ
の
用
法
は
、
い
ず
れ
と
も
判
じ
難
い
も
の
も
あ
る
が
、
呼
応
す
る
副
詞
な
ど
の
表
現
や
仮
名

交
り
文
を
参
考
に
一
応
の
分
類
を
す
る
と
、
逆
接
の
確
定
条
件
（
八
例
）
・
仮
定
条
件
（
九
例
）
の
両
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
判
る
。
漢
字

仮
名
交
り
文
で
対
応
す
る
部
分
が
存
す
る
の
は
；
一
例
で
あ
り
、
そ
の
語
に
は
「
と
い
ヘ
ビ
も
」
七
例
、
「
と
い
ふ
と
も
」
四
例
、
「
と
も
」

二
例
が
対
応
す
る
。
一
三
例
に
見
ら
れ
る
「
錐
」
字
の
特
徴
は
、
必
ず
訓
ぜ
ら
れ
て
不
読
と
な
る
こ
と
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
和
化
漢
文
の

訓
読
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
後
世
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
律
に
「
ト
イ
ヘ
ド
モ
」
と
訓
ず
る
方
法
を
採
ら
ず
、
意
味
・
機
能
に
よ
っ
て
訓

じ
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
対
応
部
分
の
な
い
和
化
漢
文
の
四
例
を
参
考
の
た
め
に
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
錐
難
禁
遇
、
於
守
一
向
之
信
、
何
忘
四
知
之
廉
（
×
）

○
雄
鳥
重
代
之
職
、
雌
鳥
椎
官
之
身
、
至
干
寺
務
者
非
別
運
哉
（
×
）

○
縦
錐
寺
務
之
前
日
、
宜
勘
石
心
之
底
露
人
×
）

「
と
い
ヘ
ビ
も
」

漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
七
例
が
存
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
逆
接
の
確
定
条
件
句
を
構
成
す
る
。
総
て
和
化
漢
文
の
「
錐
」
字
に
対

応
し
、
訓
読
語
「
と
い
ヘ
ビ
も
」
が
一
語
（
接
続
助
詞
）
相
当
の
資
格
で
機
能
し
て
い
る
。
和
化
漢
文
と
無
関
係
に
補
読
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

形
容
動
詞
＋
と
い
ヘ
ビ
も

形
容
詞
十
と
い
ヘ
ビ
も

動
詞
（
＋
助
動
詞
）
＋
と
い
ヘ
ビ
も

／
一
例

／
一
例

0
2
4
0
弟
子
閲
を
お
き
ぬ
ふ
心
さ
し
切
な
り
と
い
へ
と
も
〔
弟
子
補
開
之
志
雄
切
〕

0
1
6
済
度
の
悲
願
ま
こ
と
に
あ
ま
ね
L
と
い
へ
と
も
〔
済
度
之
悲
願
誠
錐
遍
〕

0
5
9
官
位
を
お
ひ
た
り
と
い
へ
と
も

0
2
2
4
こ
れ
を
も
ち
ゐ
る
と
い
へ
と
も ／
五
例

〔
錐
帯
官
位
〕

〔
錐
用
之
〕

0
1
1
3
人
の
わ
つ
ら
ひ
あ
り
と
い
へ
と
も
〔
錐
有
人
之
煩
〕

0
2
3
7
わ
つ
か
に
八
ケ
度
を
と
く
と
い
へ
と
も
〔
錐
及
八
箇
度
〕



0
2
3
4
す
て
に
形
像
を
あ
ら
は
し
た
て
ま
つ
る
と
い
へ
と
も
〔
錐
顕
形
像
〕

「
と
い
ふ
と
も
」

漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
四
例
が
存
す
る
。
総
て
和
化
漢
文
の
「
錐
」
字
に
対
応
し
て
の
み
用
い
ら
れ
、
補
読
の
例
は
な
い
。
こ
の
場
合

も
、
訓
読
語
「
と
い
ふ
と
も
」
が
一
語
（
接
続
助
詞
）
相
当
の
資
格
で
機
能
し
、
原
則
と
し
て
逆
接
の
仮
定
条
件
句
を
構
成
す
る
が
、
訓
読
文

に
特
殊
な
用
法
も
一
例
あ
る
。
即
ち
、
次
の
如
き
名
詞
承
接
の
例
で
、
所
謂
国
語
の
副
助
詞
的
な
機
能
に
相
当
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

（22）
き
る
。

0
3
5
こ
と
に
を
き
て
身
の
う
へ
の
こ
と
～
い
ふ
と
も
、
な
を
か
た
は
ら
の
人
に
は
ふ
か
む
と
す
〔
錐
身
之
恩
潤
、
尚
欲
省
傍
官
〕

残
り
三
例
は
、
活
用
語
承
接
の
接
続
助
詞
的
用
法
で
、
逆
接
の
仮
定
条
件
句
を
構
成
す
る
。
和
語
「
と
も
」
と
同
じ
意
味
・
機
能
を
有
す
る
。

0
8
8
た
1
し
顕
密
の
修
撃
に
す
く
れ
た
り
と
い
ふ
と
も
…
そ
の
職
に
補
す
へ
か
ら
す
〔
但
雄
長
顕
蜜
之
修
撃
…
不
可
補
其
職
〕

0
9
8
も
し
み
つ
か
ら
断
す
る
事
え
た
り
と
い
ふ
と
も
〔
君
雄
得
自
断
〕

0
2
6
4
わ
れ
を
た
の
む
と
い
ふ
と
も
　
〔
但
錐
漏
我
〕

「
と
も
」

漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
四
例
が
存
す
る
。
和
化
漢
文
の
「
錐
」
字
に
対
応
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が
二
例
存
す
る
が
、
仮
名
交
り
文
の

表
現
で
独
自
に
補
読
さ
れ
た
例
も
二
例
あ
る
。
和
化
漢
文
の
表
記
と
直
接
の
関
連
な
く
接
続
助
詞
が
補
読
さ
れ
る
の
は
例
外
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
も
副
詞
「
た
と
ひ
（
縦
）
」
「
も
し
（
若
）
」
と
呼
応
す
る
と
い
う
共
通
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
一
般
に
訓
読
文
で
は
「
と
い
ふ
と

も
」
が
、
和
文
で
は
「
と
も
」
が
用
い
ら
れ
、
文
体
的
な
位
相
の
あ
る
語
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
資
料
で
も
、
同
じ
意
味
・
機
能
を

持
つ
和
化
漢
文
の
語
（
字
）
が
文
体
的
位
相
を
異
に
す
る
複
数
の
位
相
語
で
訓
読
さ
れ
た
例
は
殆
ど
な
く
、
ど
ち
ら
か
の
特
有
語
（
主
に
訓
読
特

有
語
）
で
仮
名
交
り
文
に
現
れ
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
漢
文
訓
読
文
で
「
錐
」
の
訓
読
に
「
と
も
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
に

も
拘
わ
ら
ず
、
少
な
く
な
い
和
文
語
「
と
も
」
の
次
の
よ
う
な
例
が
、
同
一
資
料
内
に
訓
読
語
「
い
ふ
と
も
」
と
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

0
3
9
対
日
叫
L
は
ら
く
ゆ
つ
る
の
扇
、
一
期
の
ゝ
ち
、
も
と
の
氏
人
の
あ
と
を
た
つ
ね
て
か
へ
し
っ
く
へ
し

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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〔
縦
錐
暫
譲
与
、
一
期
之
後
、
可
返
付
本
主
氏
人
之
飴
裔
臭
〕

0
1
6
7
到
叫
な
に
の
身
を
う
く
（
る
）
の
扇
、
弥
陀
の
名
号
を
療
忘
（
せ
L
V
し
た
て
ま
つ
ら
し
〔
縦
錐
受
何
身
、
不
癒
亡
禰
陀
之
名
競
〕

0
2
0
5
相
田
叫
こ
の
御
い
ま
し
め
な
く
日
射
、
つ
ゝ
し
む
へ
し
〔
細
無
此
桐
誠
、
可
慣
々
々
〕

0
1
6
6
弟
子
射
り
一
世
の
利
益
に
も
れ
て
、
か
さ
ね
て
、
六
道
の
輪
廻
に
お
も
む
く
と
も
〔
弟
子
劃
漏
一
世
之
利
益
、
重
趣
六
道
之
輪
廻
〕

右
例
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
語
助
詞
「
と
も
」
は
副
詞
「
た
と
ひ
（
縦
）
」
な
ど
と
呼
応
す
る
仮
定
表
現
の
形
式
で
の
み
出
現
す
る
点
が

（23）

注
目
さ
れ
る
。
他
の
和
化
漢
文
で
も
、
「
た
と
ひ
（
縦
）
」
と
呼
応
す
る
助
詞
に
和
文
語
「
と
も
」
が
用
い
ら
れ
た
確
例
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。

ヒ

ト

モ

　

ニ

ミ

ナ

　

　

　

こ

管
見
の
範
囲
で
は
、
例
え
ば
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
に
あ
る
「
縦
非
我
朝
姦
在
入
園
l
〓
例
の
指
摘
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
、
原
文
に
存
す
る
漢
字
表
記
の
語
（
例
え
ば
「
錐
」
字
な
ど
）
を
直
接
に
訓
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
縦
」
字
に
応
じ
て
補
読
さ
れ
た

（24）

も
の
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
本
資
料
の
和
化
漢
文
で
用
い
ら
れ
た
「
縦
」
字
が
全
部
で
四
例
認
め
ら
れ
、
仮
名
交
り
文
に

対
応
箇
所
の
あ
る
「
た
と
ひ
」
三
例
が
、
総
て
「
と
も
」
と
の
み
呼
応
す
る
こ
と
は
極
め
て
大
き
な
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
末
だ
述
べ
る
用
意
が
な
い
が
、
和
化
漢
文
の
用
字
と
訓
読
或
は
そ
の
背
景
に
あ
る
訓
読
文
・
和
文
の
語
法
、

も
し
く
は
定
家
の
訓
読
・
語
法
意
識
が
反
映
し
て
い
る
事
象
と
し
て
、
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【今】和
化
漢
文
に
総
数
七
例
の
「
今
」
が
存
す
る
。
い
ず
れ
も
文
中
に
お
け
る
用
法
で
あ
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
に
対
応
箇
所
の
な
い
部
分
が

過
半
数
（
四
例
）
を
占
め
る
た
め
に
、
訓
読
と
の
関
係
を
明
確
に
し
得
な
い
が
、
少
な
く
と
も
対
応
箇
所
の
あ
る
部
分
で
は
助
詞
「
て
」
に
対

応
す
る
も
の
が
二
例
、
不
読
で
あ
る
も
の
が
一
例
存
す
る
。
対
応
部
分
の
な
い
用
例
を
見
て
も
、
日
本
語
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
考

え
る
と
、
国
語
助
詞
相
当
の
機
能
を
持
つ
も
の
と
し
て
和
化
漢
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
得
る
。

○
君
者
撰
臣
今
授
官
、
臣
者
量
己
今
受
職
人
1
0
4
き
み
は
臣
を
え
ら
ひ
て
官
を
さ
つ
け
、
臣
は
を
の
れ
を
は
か
り
て
職
を
う
く
）



○
其
此
中
馬
宮
守
其
所
最
要
之
人
、
及
懸
身
命
今
無
縁
之
輩
、
存
慈
悲
可
猶
濠

へ
2
1
6
そ
の
う
ち
、
宮
て
ら
哀
要
の
人
、
な
ら
ひ
に
身
命
を
か
け
た
る
無
線
の
と
も
か
ら
、
慈
悲
を
存
〈
し
〉
せ
は
、
〉

○
付
慶
今
僻
、
付
愁
今
退
、
宮
寺
衰
微
〈
×
〉
　
　
　
○
遂
託
上
品
号
、
澄
無
生
忍
、
更
蹄
南
浮
今
、
導
有
縁
之
衆
央
〈
×
〉

【而】和
化
漢
文
に
総
数
一
〇
例
が
存
す
る
。
そ
の
内
の
七
例
は
文
首
に
立
つ
接
続
詞
的
用
法
で
、
「
然
而
」
「
而
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
漢
字

仮
名
交
り
文
と
の
対
応
箇
所
で
は
、
総
て
逆
接
の
接
続
詞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
〈
し
か
れ
ど
も
二
例
・
〈
し
か
る
を
〉
四
例
と
読
ま
れ
る
。
残

り
三
例
の
内
訳
は
、
一
例
が
文
末
に
用
い
ら
れ
た
「
而
己
」
で
仮
名
交
り
文
で
は
不
説
と
さ
れ
、
二
例
が
国
語
助
詞
に
相
当
す
る
「
而
」
で

あ
る
。
仮
名
交
り
文
に
対
応
箇
所
の
あ
る
一
例
は
助
詞
「
て
」
が
読
添
え
ら
れ
、
文
中
に
用
い
ら
れ
た
順
接
の
接
続
助
詞
と
し
て
の
用
法
で

あ
る
。○
仇
先
妻
願
、
禰
祈
運
命
而
巳
（
犯
よ
り
て
ま
つ
願
を
～
こ
し
て
、
い
よ
ノ
＼
運
命
を
い
の
る
と
こ
ろ
也
〉

○
付
慶
号
解
、
付
愁
今
退
、
宮
寺
衰
微
、
職
而
斯
由
（
×
）

○
先
師
別
富
造
立
千
手
観
音
之
間
、
少
々
借
請
而
堆
用
之
、
連
々
指
合
不
償
之

（
禦
聖
止
し
た
て
ま
つ
る
時
、
少
々
か
り
う
け
て
こ
れ
を
も
ち
ゐ
る
と
い
へ
と
も
、
連
々
さ
し
あ
ひ
て
つ
く
の
は
さ
る
あ
ひ
た
〉

和
化
漢
文
に
お
い
て
文
字
化
さ
れ
た
国
語
助
詞
「
て
」
相
当
の
助
字
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
関
係
が
明
確
に
確
認
で
き
る
の
は
僅
か
に

既
述
の
「
今
」
「
而
」
の
二
種
三
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
使
用
法
と
意
味
関
係
を
見
る
と
、
一
応
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
前
句

と
後
句
と
の
事
態
に
時
間
的
な
並
列
性
と
そ
れ
が
継
起
す
る
関
係
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
前
句
が
後
句
の
手
段
・
方
法
に
当
た
る
事
態
を
表

現
し
て
い
る
と
見
得
る
の
で
あ
る
。
両
句
が
時
間
的
継
起
性
の
関
係
に
お
い
て
置
換
不
可
能
な
か
た
ち
で
序
列
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
積
極
的
な
関
係
表
示
の
形
式
が
意
図
さ
れ
、
和
化
漢
文
で
も
両
句
の
相
関
を
確
認
的
に
表
示
す
る
助
字
「
今
」
「
而
」
が
用
い
ら
れ
た
の

（25）

で
は
な
い
か
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
漢
字
仮
名
交
り
文
に
は
同
様
の
表
現
性
を
有
す
る
助
詞
「
て
」
も
多
く
補
読
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ

和

化

漢

文

と

定

家

の

訓

読
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一
二

る
が
、
そ
れ
が
い
つ
も
和
化
漢
文
で
文
字
化
さ
れ
る
助
字
と
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
和
化
漢
文
に
文
字
化
さ
れ
た
助
字
が
あ
る
場

合
と
、
文
字
化
さ
れ
ず
に
仮
名
交
り
文
で
補
講
さ
れ
る
場
合
と
の
間
に
、
統
一
的
な
法
則
や
基
準
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

「
し
て
」

漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
四
例
が
存
す
る
。
対
応
す
る
和
化
漢
文
に
訓
読
や
読
添
を
前
提
に
す
る
漢
字
の
表
記
は
な
く
、
総
て
仮
名
交
り

文
で
補
読
さ
れ
た
も
の
で
、
形
容
詞
連
用
形
に
接
続
す
る
場
合
の
み
用
い
ら
れ
た
接
続
助
詞
で
あ
る
。

○
墾
＝
を
の
ノ
＼
こ
と
心
な
く
い
幻
、
ひ
と
へ
に
神
を
う
や
ま
ひ
た
て
ま
つ
る
へ
き
ゆ
へ
也
〔
是
則
諸
人
無
異
心
、
一
向
可
敬
神
故
也
〕

0
5
7
ふ
た
り
の
弟
子
を
撃
申
こ
と
な
く
り
で
た
ゝ
次
第
の
道
理
を
ま
も
る
へ
し
〔
莫
琴
南
子
傍
官
之
輩
、
可
守
次
第
〕

0
1
9
6
少
破
よ
り
を
の
く
用
意
し
て
、
お
は
き
な
る
つ
い
え
な
く
い
や
そ
の
功
を
ゝ
へ
む
〔
自
少
破
各
用
意
、
無
大
費
終
其
功
〕

0
1
8
8
諸
国
つ
い
え
お
は
く
u
t
で
公
家
利
す
く
な
し
〔
樺
臣
檀
固
、
公
家
少
利
〕

「て」漢
字
仮
名
交
り
文
に
総
数
七
九
例
が
存
す
る
。
和
化
漢
文
で
「
号
」
（
二
例
）
・
「
而
」
（
一
例
）
が
使
用
さ
れ
た
部
分
に
対
応
し
て
読
添
え
ら

れ
た
例
が
三
例
あ
る
が
、
極
め
て
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
圧
倒
的
多
数
は
和
化
漢
文
の
表
記
と
無
関
係
に
補
読
さ
れ
る
。

ま
た
、
次
の
「
～
せ
し
め
て
」
二
例
以
外
は
、
総
て
「
動
詞
連
用
形
＋
て
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
接
続
助
詞
で
あ
る
。

0
7
2
権
律
師
に
任
せ
し
め
弔
、
寺
領
一
所
其
職
に
つ
く
へ
し
〔
仕
種
律
師
、
寺
領
一
所
可
附
其
職
〕

○
餌
廿
六
口
の
僧
侶
を
嘱
せ
し
め
で
三
十
三
度
の
員
数
に
み
つ
へ
し
〔
令
嘱
廿
六
口
之
僧
侶
、
可
満
三
十
三
度
之
員
数
〕

と
こ
ろ
で
、
助
詞
「
し
て
」
「
て
」
は
句
と
句
の
接
続
に
関
与
す
る
が
、
同
様
に
広
義
に
お
け
る
接
続
の
一
形
式
と
し
て
活
用
語
連
用
形
に

よ
る
所
謂
中
止
法
が
あ
る
。
こ
の
接
続
助
詞
と
連
用
中
止
法
と
が
同
一
の
或
は
極
め
て
類
似
し
た
意
味
・
機
能
を
有
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

和
化
漢
文
で
文
字
化
さ
れ
な
い
も
の
を
、
仮
名
交
り
文
の
表
現
に
お
い
て
助
詞
「
て
」
が
補
託
さ
れ
る
場
合
と
、
用
言
の
連
用
中
止
法
で
表

現
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
者
間
の
相
違
と
そ
の
特
徴
や
意
味
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
和
化
漢
文
（
表
現
行
為
）
に



お
い
て
国
語
助
詞
相
当
の
助
字
が
表
記
さ
れ
る
こ
と
の
、
或
は
そ
の
訓
読
（
理
解
行
為
）
に
お
い
て
助
詞
が
補
読
さ
れ
る
こ
と
の
必
然
性
や
そ

の
方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
し
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

本
資
料
に
お
け
る
用
言
活
用
形
の
連
接
的
用
法
は
連
用
中
止
法
の
み
で
、
活
用
語
連
用
形
と
見
得
る
例
は
三
五
例
存
す
る
が
、
連
用
形
と

終
止
形
が
同
形
の
助
動
詞
「
ず
」
九
例
に
つ
い
て
は
意
味
・
用
法
上
も
連
用
中
止
法
と
断
じ
難
い
の
で
斯
か
る
例
を
一
応
は
措
く
と
、
本
資

料
の
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
用
言
連
用
形
の
二
六
例
が
検
討
の
対
象
と
し
得
る
。
動
詞
連
用
形
の
二
二
例
と
形
容
詞
連
用
形
の
四
例
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
連
用
中
止
法
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
単
純
な
時
間
的
継
起
性
と
は
関
係
な
く
、
い
ず
れ
も
い
わ
ば
空
間
的
に

隣
接
共
存
す
る
共
存
性
の
関
係
に
あ
る
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
前
句
と
後
句
と
の
間
に
積
極
的
な
序
列
が
な
く
、
両
句
の

置
換
が
可
能
で
あ
っ
て
、
両
句
で
表
現
さ
れ
る
事
態
は
意
味
的
に
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
。

○
机
品
峡
（
秩
）
を
さ
た
め
さ
る
あ
ひ
た
、
公
庭
の
参
と
両
叫
人
家
の
ふ
る
ま
ひ
と
両
叫
、
坐
籍
に
た
よ
り
郁
0
、
同
科
に
は
ゝ
か
り
あ

り
〔
不
定
晶
秩
之
間
、
謂
公
庭
之
参
、
謂
人
家
之
翔
、
無
使
手
坐
籍
、
有
博
子
同
科
〕

0
1
0
8
宮
寺
の
僧
俗
、
里
（
累
）
葉
の
詞
官
、
次
第
の
昇
進
、
あ
る
い
は
そ
の
仁
に
郎
瑚
男
、
あ
る
い
は
そ
の
賞
を
か
き
る

〔
宮
寺
僧
俗
、
累
葉
之
雨
宮
、
次
第
之
昇
進
、
或
嘗
其
仁
、
或
限
其
賞
〕

0
1
1
2
僧
は
綱
位
を
お
顔
卑
俗
は
顕
柴
に
ふ
け
る
〔
僧
者
好
綱
位
、
俗
者
耽
顛
柴
〕

0
2
5
8
か
み
は
三
所
に
資
し
た
て
ま
つ
り
、
中
は
一
人
を
い
の
り
た
て
ま
つ
る
、
L
も
は
二
親
を
と
ふ
ら
ふ

〔
上
資
三
所
、
中
祝
一
人
、
下
訪
二
親
〕

こ
れ
ら
の
表
現
で
は
、
両
句
の
事
態
が
た
だ
並
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
つ
ま
り
、
右
例
の
い
ず
れ
も
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
そ
の
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
て
も
事
柄
の
叙
述
に
何
の
影
響
も
与
え
な
い
形
式
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
両

句
の
事
態
は
時
間
的
な
前
後
関
係
が
問
題
に
さ
れ
ず
、
空
間
的
な
共
存
性
の
関
係
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
表
現
で
あ
る
。
そ
の
特

徴
は
、
連
用
中
止
法
二
六
例
の
総
て
に
共
通
す
る
。
連
用
中
止
法
が
こ
の
よ
う
に
限
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
接
続
助
詞
「
て
」
は
新
か

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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一
四

る
意
味
・
用
法
を
も
含
む
た
め
に
、
接
続
形
式
に
お
け
る
両
者
の
勢
力
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
接
続
助
詞
「
て
」
に
依
る

句
と
連
用
中
止
法
に
よ
る
句
と
が
連
続
し
て
用
い
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
例
に
は
、
両
表
現
様
式
の
相
違
が
典
型
に
看
取
で
き
る
。

0
8
3
な
む
ち
と
ゝ
も
に
上
洛
し
可
、
釈
迦
の
教
跡
を
囲
護
l
u
、
百
王
の
聖
胤
を
保
護
せ
む

〔
輿
汝
共
上
洛
、
擁
護
繹
迦
教
跡
、
保
護
百
王
聖
胤
〕

0
1
0
1
口
中
の
梁
を
む
は
ひ
、
身
上
の
南
を
は
き
て
l
、
か
聖
あ
か
ひ
と
り
可
、
こ
れ
を
は
な
ち
か
へ
す
へ
し

〔
奪
口
中
之
梁
（
梁
カ
）
、
刺
身
上
之
烏
、
靡
取
可
放
之
〕

○
掴
き
み
は
臣
を
え
ら
ひ
て
官
を
さ
つ
け
、
臣
は
を
の
れ
を
は
か
り
可
職
を
う
く
〔
君
者
撰
臣
今
授
官
、
臣
者
量
己
今
受
職
〕

0
1
2
9
か
さ
ね
て
二
分
に
わ
か
ち
幻
、
そ
の
一
を
神
明
に
す
ゝ
め
、
そ
の
一
を
供
備
に
あ
て
む

〔
重
分
二
分
、
以
英
一
羞
神
明
、
以
其
一
先
宛
供
悌
〕

右
例
の
場
合
は
い
ず
れ
も
、
連
用
中
止
に
よ
る
句
と
そ
の
後
句
は
全
く
の
並
列
の
関
係
に
あ
っ
て
時
間
的
な
前
後
関
係
を
問
題
に
し
な
い
の

で
、
入
れ
替
え
て
も
そ
の
文
脈
に
不
整
合
が
生
じ
な
い
が
、
助
詞
「
て
」
に
よ
る
句
と
そ
の
後
句
と
を
入
れ
替
え
る
こ
と
は
、
時
間
的
な
序

列
が
固
定
的
で
あ
る
た
め
に
、
文
脈
上
不
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
右
例
の
よ
う
な
連
続
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
に
限
れ
ば
、
「
て
」
を
介
す

る
前
後
の
句
は
序
列
の
固
定
と
連
接
の
緊
密
さ
を
極
め
て
強
く
持
っ
て
表
示
さ
れ
る
（
両
句
が
積
極
的
に
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
る
）
の
に
対
し

て
、
連
用
中
止
に
よ
る
そ
れ
は
相
当
に
稀
薄
で
あ
る
と
言
う
明
確
で
特
徴
的
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
て
」
を
介
す
る
両
句
の
主
語

は
必
ず
同
一
の
主
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
連
用
中
止
で
結
ば
れ
る
両
句
の
主
語
の
相
関
は
特
に
問
題
に
さ
れ
な
い
こ
と
も
そ
の
特
徴
と
関

連
し
て
確
認
さ
れ
る
。

本
資
料
に
お
け
る
助
詞
「
て
・
し
て
」
と
連
用
中
止
法
と
に
よ
る
接
続
形
式
に
つ
い
て
、
今
ひ
と
つ
確
認
す
べ
き
特
徴
は
、
積
極
的
な
意

味
で
条
件
関
係
を
表
示
す
る
接
続
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
殆
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
和
文
に
お
け
る
斯
か
る
形
式
の
意
味
・
用
法
に
は
、

（26）

文
脈
に
依
存
し
て
、
条
件
関
係
を
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
資
料
中
で
積
極
的
に
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
「
て
」
単
独
の
用
法



は
殆
ど
な
い
。
つ
ま
り
、
条
件
関
係
の
接
続
表
現
に
は
、
既
述
し
た
接
続
助
詞
「
ば
」
「
と
い
ヘ
ビ
も
」
「
と
い
ふ
と
も
」
等
と
そ
れ
に
相
当

す
る
助
字
「
者
」
「
維
」
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
比
較
的
単
純
な
か
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
機
能
分

担
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
和
化
漢
文
の
助
字
「
今
」
「
而
」
と
漢
字
仮
名
交
り
文
の
助
詞
「
て
」
と
の
関
係
を
中
心
に
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
解
る
。
ま
ず
、
国
語
助
詞
相
当
の
助
字
「
今
」
「
而
」
は
殆
ど
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
和
化
漢
文
で
文
字
化

さ
れ
た
「
今
」
「
而
」
に
一
応
の
特
徴
は
認
め
ら
れ
る
が
、
用
い
ら
れ
な
い
場
合
の
基
準
や
法
則
等
は
認
め
難
い
。
次
に
、
漢
字
仮
名
交
り
文

に
お
け
る
接
続
助
詞
「
て
・
し
て
」
は
、
日
本
語
文
と
し
て
そ
の
文
脈
Ⅰ
必
要
な
場
合
は
、
積
極
的
に
補
読
し
て
ま
で
も
用
い
ら
れ
る
。
ま

た
、
接
続
の
一
形
式
と
し
て
用
言
連
用
中
止
法
も
あ
る
が
、
そ
の
意
味
・
用
法
は
接
続
助
詞
を
用
い
る
形
式
に
比
し
て
限
定
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
資
料
に
現
れ
た
接
続
助
詞
或
は
接
続
助
詞
相
当
の
機
能
を
果
た
す
語
・
語
句
は
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
「
ば
・
と
も
・

と
い
ふ
と
も
・
と
い
ヘ
ビ
も
・
て
・
し
て
」
が
あ
り
、
和
化
漢
文
で
は
助
字
「
者
・
維
・
今
・
而
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
改
め
て
整
理
す
る
と
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
和
文
に
お
い
て
も
単
純
接
続
の
場
合
の
「
て
」
な

ど
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
条
件
表
現
の
接
続
関
係
を
表
示
す
る
場
合
は
基
本
的
に
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
南
棟
に
、
和
化
漢

文
に
お
い
て
も
、
単
純
接
続
の
助
字
「
号
・
而
」
は
殆
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
仮
名
交
り
文
で
は
必
要
に
応
じ
て
補
読
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
条
件
表
現
の
接
続
関
係
を
表
示
す
る
場
合
の
助
字
「
者
・
錐
」
な
ど
は
文
字
化
（
漢
字
表
記
）
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
接
続
関
係
が
順
接

で
あ
れ
逆
接
で
あ
れ
、
条
件
句
を
構
成
す
る
接
続
助
詞
（
相
当
の
語
）
は
理
解
行
為
と
し
て
の
漢
字
仮
名
交
り
文
（
訓
読
文
）
で
不
読
や
補
読

と
な
る
こ
と
が
な
く
、
表
現
行
為
と
し
て
の
和
化
漢
文
に
お
い
て
も
条
件
句
構
成
の
助
字
は
必
ず
文
字
化
（
漢
字
表
記
）
さ
れ
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
和
化
漢
文
が
日
本
語
を
漢
文
様
式
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
日
本
語
の
語
法
に
基
準
を
置
き
、
日
本
語
と
し
て
構
文
・

語
法
上
必
要
な
助
詞
は
助
字
と
し
て
文
字
化
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
も
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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本
稿
で
対
象
と
し
た
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
周
房
筆
和
化
漢
文
を
下
敷
き
に
し
、
そ
れ
を
手
許
に
見
な
が
ら
訓
読
す
る
と
い
う
基

本
的
に
は
解
釈
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
時
に
定
家
の
表
現
行
為
・
意
識
を
も
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、

定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
が
、
必
ず
し
も
字
に
即
い
て
の
単
な
る
逐
字
・
逐
語
的
（
直
訳
的
）
な
訓
読
で
は
な
く
、
か
な
り
自
由
に
訓
読
し
た

意
訳
・
翻
訳
と
も
言
う
べ
き
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
資
料
の
全
体
的
な
情
況
が
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
表
記
形
式
（
表
現
行
為
）
　
の
側
か
ら
見
て
も
、
訓
読
（
理
解
行
為
）
　
の
側
か
ら
見
て
も
、
和
化
漢
文
の
助
字
と
漢
字
仮
名
交
り

文
の
助
詞
と
の
関
係
が
か
な
り
固
定
的
で
あ
る
の
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
斯
か
る
特
徴
は
、
日
本
語
の
一
表
現
様
式
と
し
て
の
和
化
漢

文
に
お
け
る
助
字
を
ど
の
よ
う
な
漢
字
で
ど
の
程
度
用
い
る
か
と
い
う
用
字
法
や
語
法
等
と
そ
の
背
景
に
存
す
る
日
本
語
の
助
詞
と
の
関

係
、
並
び
に
そ
れ
に
関
わ
る
語
の
然
る
べ
き
訓
読
法
（
不
読
・
補
読
・
読
添
）
等
に
つ
い
て
考
え
る
に
際
し
、
そ
の
間
題
を
解
明
す
る
端
緒
と

し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
個
別
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
既
に
各
項
目
で
述
べ
て
適
宜
ま
と
め
た
の
で
、
こ
こ
で
は
改
め
て
詳
述
し
な
い
。

本
稿
で
、
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
た
国
語
助
詞
に
相
当
す
る
助
字
と
し
て
対
象
と
し
た
漢
字
（
語
）
は
「
之
・
子
・
於
・
輿
・
自
・
乎
・
欺
・

者
・
碓
・
今
・
而
」
等
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
使
用
頻
度
が
当
然
異
な
る
が
、
使
用
数
だ
け
を
基
準
に
並
べ
る
と
、
多
い
順
に
「
之
・
者
・
錐
・

於
・
干
・
欺
・
乎
・
自
・
今
・
而
・
輿
」
の
如
く
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
並
べ
た
だ
け
で
も
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
助
字
使
用
の
性
格
の
一

端
は
見
え
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
漢
字
仮
名
交
り
文
（
訓
読
文
）
に
お
い
て
全
く
の
不
読
と
さ
れ
た
の
は
、
次
の
三
字
で
あ
る
。
最
も
多
い

の
が
「
之
」
字
の
う
ち
「
活
用
語
＋
之
＋
体
言
」
形
式
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
一
八
例
中
の
一
七
例
ま
で
が
不
読
に
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外

に
は
「
号
」
字
三
例
中
の
一
例
と
「
於
」
字
八
例
中
の
一
例
が
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
文
に
存
し
な
い
用

法
で
あ
り
な
が
ら
漢
文
に
は
極
め
て
特
徴
的
で
基
本
的
な
構
文
・
語
法
と
な
る
一
部
の
例
（
例
え
ば
活
用
語
の
連
体
修
飾
機
能
を
表
す
「
之
」
）
を

除
け
ば
、
日
本
語
と
し
て
の
表
現
で
不
読
と
さ
れ
る
助
字
は
原
則
と
し
て
和
化
漢
文
に
も
使
用
し
な
い
も
の
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。



漢
字
仮
名
交
り
文
（
訓
読
文
）
に
用
い
ら
れ
た
助
詞
は
「
が
・
の
・
に
・
を
・
と
・
よ
り
・
ま
で
・
や
・
か
・
は
・
ば
・
と
も
・
と
い
ふ
と

も
・
と
い
ヘ
ビ
も
・
て
・
し
て
」
の
一
六
種
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
さ
れ
る
助
詞
の
種
類
と
そ
の
限
定
的
な
使
用
情
況
は
、
一
般
の

訓
点
資
料
や
漢
文
訓
読
文
（
狭
義
の
和
漢
混
清
文
を
含
む
）
で
も
和
化
漢
文
の
訓
読
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
助
詞
の
類
が
限
定
的
で
あ
る
の

と
同
じ
で
あ
る
。
斯
か
る
助
詞
を
和
化
漢
文
と
の
関
係
で
見
る
と
、
和
化
漢
文
に
直
接
訓
読
さ
れ
る
べ
き
助
字
や
読
添
の
指
標
と
な
る
漢
字

が
な
く
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
純
粋
に
補
読
さ
れ
た
助
詞
の
種
類
に
は
特
徴
的
な
偏
り
の
存
す
る
こ
と
が
解
る
。
補
読
率
が
特
に
高
い
も
の

を
見
る
と
、
ま
ず
総
て
補
読
に
な
る
の
が
「
し
て
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
使
用
総
数
が
四
例
し
か
な
い
。
次
に
、
使
用
総
数
が
多
い
に
も
拘

わ
ら
ず
補
読
率
の
極
め
て
高
い
も
の
が
、
総
数
七
九
例
の
「
て
」
9
6
％
、
総
数
一
六
九
例
の
「
を
」
9
4
％
、
総
数
九
八
例
の
「
に
」
8
4
％
で

あ
り
、
こ
の
三
種
類
は
他
と
比
し
て
際
立
っ
て
い
る
。
一
方
、
和
化
漢
文
で
漢
字
表
記
さ
れ
た
助
字
に
対
応
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
ば
か
り

で
、
補
読
例
の
全
く
な
い
も
の
が
、
格
助
詞
「
が
」
と
接
続
助
詞
「
ば
」
「
と
い
ヘ
ビ
も
」
「
と
い
ふ
と
も
」
の
四
種
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
大
勢
と
し
て
は
、
和
化
漢
文
の
漢
字
表
記
に
対
応
し
て
訓
読
さ
れ
る
（
読
添
を
含
む
）
も
の
と
、
日
本
語
文
の
表
現
と
し
て
の
語
法
・
文

脈
上
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
漢
字
仮
名
交
り
文
で
適
宜
補
読
さ
れ
る
も
の
と
に
大
別
で
き
、
そ
の
基
本
的
性
格
の
相
違
は
明
確
で
あ

る
。以
上
に
よ
っ
て
、
漢
文
の
助
字
と
国
語
助
詞
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
日
本
語
文
と
し
て
文
脈
上
必
要
な
助
詞
で
漢
字
表
記
の
助

字
に
意
味
・
用
法
上
も
対
応
可
能
な
も
の
は
和
化
漢
文
で
も
文
字
化
さ
れ
、
漢
文
特
有
の
用
字
法
・
語
法
で
訓
読
に
際
し
て
不
読
と
さ
れ
る

助
字
は
和
化
漢
文
で
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
原
則
的
な
基
準
と
し
て
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
和

化
漢
文
に
漢
字
表
記
さ
れ
て
も
訓
読
で
は
常
に
不
読
と
さ
れ
る
助
字
と
、
和
化
漢
文
に
文
字
化
さ
れ
た
漢
字
が
な
く
て
も
訓
読
で
は
常
に
補

読
さ
れ
る
助
詞
と
が
、
相
互
に
関
連
す
る
か
た
ち
で
、
和
化
漢
文
の
表
現
行
為
と
理
解
行
為
と
の
間
に
前
提
と
し
て
諒
解
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
勿
論
、
そ
の
原
則
に
外
れ
て
、
訓
読
に
際
し
て
本
来
不
読
と
な
る
助
字
が
和
化
漢
文
に
表
記
さ
れ
た
り
、
日
本
語
文
に
必
要
な

助
詞
で
漢
字
表
記
も
可
能
で
あ
り
な
が
ら
和
化
漢
文
で
文
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
或
は
訓
読
に
際
し
て
本
来
補
読
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
助

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
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詞
が
助
字
と
し
て
和
化
漢
文
に
表
記
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
和
化
漢
文
や
そ
の
訓
読
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
和
風
の
類
型
で
あ
っ
た
り
慣
用
的
定
型
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
表
現
行
為
に
お
い
て
も
理
解
行
為

に
お
い
て
も
共
通
の
前
提
と
し
て
そ
れ
が
諒
解
さ
れ
て
い
た
も
の
に
は
ぽ
限
定
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。（27）

本
稿
で
論
じ
た
こ
と
は
、
既
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
成
果
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
本
稿
の
多

く
は
既
に
諸
先
学
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
を
再
確
認
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
は
じ
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、
和
化
漢
文
の
訓
読
と
い
う
点
で
は
従
来
の
資
料
と
は
質
の
異
な
る
形
態
上
は
独
立
し
た
漢
字
仮
名
交
り
文
を
対
象
に
し
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
と
は
幾
分
異
な
る
観
点
か
ら
も
考
察
し
て
き
た
。
た
だ
、
資
料
の
性
格
の
特
異
性
、
作
成
者
が
異
な
り
形
態
的
に
は
独
立
し

た
文
書
を
一
対
の
資
料
と
し
て
み
た
こ
と
、
定
家
と
い
う
個
人
の
個
性
や
願
文
と
い
う
文
体
も
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
、
一
般
的
な

和
化
漢
文
と
そ
の
訓
読
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
様
々
な
問
題
を
解
明
す
る
に
は
未
だ
充
分
な
配
慮
と
検
討
を
要
し
、
残
し
た
課
題
も
多
い
。

従
っ
て
、
本
稿
で
成
し
得
た
こ
と
は
少
な
い
が
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
新
た
な
報
告
も
幾
分
か
は
加
え
、
今
後

考
え
ら
れ
る
べ
き
新
た
な
課
題
と
そ
れ
に
有
効
な
一
資
料
も
提
示
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

注（
1
）
　
『
天
理
図
書
館
善
本
著
書
6
8
　
古
文
書
集
』
八
木
書
店

（
2
）
　
拙
稿
「
「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
漢
字
仮
名
交
り
文
本
文
と
和
化
漢
文
本
文
と
の
対
象
考
察
」
（
『
言
語
表
現
研
究
』
誓
平

成
一
一
年
三
月
）

（
3
）
　
峰
岸
明
氏
が
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
を
さ
れ
た
。
本
稿
で
扱
う
資
料
と
視

点
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
点
の
解
決
に
有
効
な
役
割
を
担
い
得
る
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。
一
、
漢
語
（
字
音
語
）
と
和
語
と
の
識
別
が
十
分
に
行

い
得
な
い
こ
と
、
二
、
和
語
に
つ
い
て
、
そ
の
表
記
に
供
さ
れ
た
漢
字
の
和
訓
が
確
定
し
得
な
い
た
め
に
、
そ
の
語
形
を
決
定
で
き
な
い
こ
と
、
三
、

自
立
語
は
漢
字
表
記
さ
れ
、
文
字
面
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
附
属
語
な
ど
で
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
存
す
る
場
合
、
そ
れ
を
再
現



し
難
い
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
4
）
　
小
山
登
久
『
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
お
う
ふ
う
）

（
5
）
　
小
林
芳
規
「
陳
述
の
助
字
「
之
」
の
訓
読
－
特
に
、
博
士
家
点
と
仏
票
と
の
訓
分
け
－
」
（
『
文
学
論
藻
』
2
3
・
昭
和
三
七
年
）

（
6
）
　
同
前
注
論
考
参
照
。

（
7
）
　
こ
れ
は
一
般
的
公
家
日
記
の
文
章
と
は
幾
分
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
院
政
期
の
公
家
日
記
の
文
章
に
お
い
て
は
、
「
之
＋
形
式
名
詞
」
と
い
う

表
記
の
形
式
と
共
に
、
こ
の
形
式
が
核
に
な
っ
た
「
活
用
語
の
連
体
形
＋
之
＋
体
言
」
と
い
う
表
記
の
形
式
も
ま
た
成
立
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
小
山
登
久
『
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
お
う
ふ
う
）
四
七
九
頁
。

（
8
）
　
活
用
語
の
連
体
形
に
格
助
詞
「
の
」
が
接
続
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
「
・
…
：
如
き
の
」
と
い
う
言
い
方
を
除
い
て
は
室
町
中
期
以
後
、
あ
る
い

は
鎌
倉
時
代
と
も
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
も
中
期
以
後
の
訓
点
資
料
に
は
、
連
体
形
に
「
ノ
」
を
つ
け
て
読
む
例
を
見
る
が
、
そ
れ
も
必
ず

も
と
の
漢
文
の
字
面
「
之
」
を
読
ん
だ
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
「
之
」
字
を
離
れ
て
一
般
の
連
体
形
に
「
ノ
」
を
つ
け
る
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
小
林
芳
規
「
「
花
を
見
る
の
記
」
の
言
い
方
の
成
立
追
考
」
（
『
文
学
論
藻
』
1
4
・
昭
和
三
四
年
六
月
）
。

（
9
）
　
「
件
」
字
の
訓
と
し
て
、
『
色
菓
字
類
抄
』
に
ク
タ
ノ
、
『
類
衆
名
義
抄
』
に
ク
タ
ム
ノ
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
1
0
）
　
名
詞
句
の
場
合
「
～
に
つ
い
て
は
」
、
動
詞
句
の
場
合
条
件
句
を
作
る
。
名
詞
句
の
場
合
も
「
～
の
場
合
に
は
」
の
意
で
条
件
句
を
作
る
用
法
に

準
じ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
［
小
山
登
久
『
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
究
』
］
。
「
体
言
に
つ
い
て
条
件
を
表
す
用
法
」
は
平
家
物

語
に
も
見
え
る
［
青
木
孝
「
吾
妻
鏡
構
文
上
の
一
特
色
－
述
語
の
上
に
、
助
字
「
於
（
ヲ
）
」
を
つ
け
て
補
足
語
を
提
示
す
る
型
－
」
（
『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学

紀
要
』
2
3
号
）
］
。

（
1
1
）
　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
（
土
井
忠
生
　
訳
註
・
押
郁
～
Ⅲ
）
「
こ
の
副
詞
く
。
i
t
e
（
於
い
て
）
は
、
助
辞
N
i
（
に
）
を
伴
ふ
与
格
又
は
奪
格

を
支
配
す
る
。
」
「
第
四
。
文
の
言
ひ
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
に
就
い
て
、
こ
れ
こ
れ
の
事
に
関
し
て
は
等
の
意
を
示
す
。
」
「
T
O
t
t
e
u
a
（
取
っ
て
は
）

は
動
詞
T
O
r
u
（
取
る
）
の
分
詞
で
あ
っ
て
、
実
名
詞
の
後
に
置
か
れ
、
く
O
i
t
e
u
a
（
於
い
て
は
）
と
同
じ
支
配
関
係
を
持
ち
、
そ
の
第
四
の
意
義
と

同
じ
で
あ
る
。
」
「
I
t
a
t
t
e
u
a
（
至
っ
て
は
）
は
動
詞
I
t
a
r
u
（
至
る
）
の
分
詞
で
あ
っ
て
、
次
の
例
で
も
見
ら
れ
る
や
う
に
、
く
O
i
t
e
u
a
（
於
い
て
は
）

や
T
O
t
t
e
u
a
（
取
っ
て
は
）
　
と
同
じ
意
義
及
び
支
配
関
係
を
有
す
る
。
」

（
望
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
七
六
四
貢
。

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読

二
一
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇

（
2
　
大
坪
併
治
『
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
点
語
の
文
法
』
（
風
間
書
房
）
。
丁
ズ
ヨ
リ
ハ
」
と
い
う
特
殊
な
用
法
は
訓
読
文
に
多
く
見
ら
れ
、
翻
訳
臭

の
濃
い
も
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
も
平
安
時
代
の
和
文
に
も
見
ら
れ
ず
、
「
－
ズ
ハ
」
よ
り
も
限
定
の
意
味
が
強
く
、
「
－
し
な
い
か
ぎ
り
決
し
て
」

の
意
の
仮
定
条
件
表
現
で
あ
る
。
ヨ
リ
を
仮
定
条
件
に
用
い
る
こ
と
は
国
語
と
し
て
は
破
格
の
用
法
で
あ
る
が
、
仮
定
の
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
モ

シ
と
読
ん
で
よ
い
と
こ
ろ
の
「
自
」
を
直
訳
し
た
結
果
の
読
み
で
あ
る
。

（
望
　
「
イ
タ
ル
」
は
、
「
至
」
「
到
」
「
迄
」
三
字
で
表
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
「
至
」
字
の
用
法
は
広
く
、
《
空
間
上
の
移
動
》
と
《
時
間
の
推
移
》
も

し
く
は
《
状
態
の
移
行
》
、
特
に
《
極
度
の
状
態
》
（
極
度
の
事
例
の
提
示
）
の
意
を
表
述
す
る
場
合
の
用
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
…
そ
の
（
「
迄
」

字
の
）
用
法
は
「
至
」
字
の
そ
れ
に
通
う
と
見
ら
れ
る
。
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
黛
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
四
一
四
頁
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

通
例
、
こ
の
語
（
イ
ハ
ム
ヤ
）
は
「
況
」
字
で
表
記
さ
れ
る
が
、
「
況
哉
」
の
用
字
に
従
う
場
合
が
あ
る
。

リ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
ヒ
　
シ
ユ
イ
ハ
ム
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
シ
　
ヘ
リ

○
但
遠
路
之
間
有
水
草
難
一
日
疲
痩
況
哉
恐
々
歎
言
侍

こ
の
例
、
『
康
雅
』
に
「
況
、
玄
也
」
（
第
五
、
繹
言
）
と
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
意
の
用
字
と
思
わ
れ
る
。
『
類
衆
名
義
抄
』
観
智
院
本
に
も
和
訓
「
コ

コ
」
を
収
め
て
い
る
。
尚
、
和
化
漢
文
に
【
哉
】
は
二
例
「
又
不
可
哉
」
「
至
子
寺
務
者
非
別
達
哉
」
が
あ
る
が
、
漢
字
仮
名
交
り
文
に
対
応
箇
所

は
な
い
。

（
埜
　
先
学
の
指
摘
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
「
い
は
む
や
（
況
）
」
が
、
こ
の
期
に
は
何
ら
か
の
呼
応
語
を
持
つ
と
い
う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
況
や
」
の
結

び
が
「
お
い
て
を
や
」
と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
時
か
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
［
小
林
芳

規
「
古
点
の
況
字
続
招
」
（
『
東
洋
大
学
紀
要
』
第
1
2
集
・
昭
和
三
三
年
二
月
）
］
。
す
で
に
平
安
中
期
、
道
長
全
盛
の
時
代
の
こ
ろ
、
「
イ
パ
ン
ヤ
…

こ
オ
イ
テ
…
ヲ
ヤ
」
は
で
き
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
［
青
木
孝
「
吾
妻
鏡
構
文
上
の
一
特
色
－
述
語
の
上
に
、
助
字
「
於
（
オ
）
」
を
つ

け
て
補
足
語
を
軍
示
す
る
型
－
」
　
（
『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
2
3
号
）
］
。

（
1
7
）
　
古
記
録
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
O
「
欺
」
字
は
、
専
ら
単
独
で
用
い
ら
れ
、
疑
問
詞
に
伴
う
用
法
は

極
め
て
稀
で
あ
る
。
疑
問
詞
に
伴
う
助
字
は
「
乎
」
「
哉
」
な
ど
が
使
わ
れ
る
。
O
「
乎
」
「
哉
」
両
字
は
、
質
問
・
疑
惑
・
反
語
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

を
通
じ
て
広
く
使
用
さ
れ
る
。
但
し
、
両
字
が
単
独
で
疑
惑
表
現
の
用
法
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
比
較
的
少
な
い
。
〔
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録

の
国
語
学
的
研
究
』
〕
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注
（
望
文
献
、
第
三
葦
第
一
節
「
平
安
時
代
の
古
記
録
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
参
照
。

注
（
2
）
拙
稿
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
た
。

注
（
1
8
）
文
献
と
同
じ
。

和
化
漢
文
の
「
者
」
を
名
詞
・
係
助
詞
・
接
続
助
詞
に
戟
然
と
分
類
す
る
の
は
困
難
な
場
合
が
多
い
。
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
三
者
間
の
意
味
・

用
法
の
差
異
が
明
確
で
な
く
、
い
ず
れ
に
も
解
釈
し
得
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仮
名
交
り
文
の
意
味
・
用
法
に
従
っ
て
一
応
の
分
類
を

行
っ
た
。

（
型
　
拙
稿
「
条
件
句
構
成
の
「
錐
」
「
ト
イ
ヘ
ド
モ
」
「
ト
イ
フ
ト
モ
」
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
五
輯
）
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
名
詞
承
接
の
例
は
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
も
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
も
、
類
推
・
強
意
・
例
示
の
意
味
機
能
を
有
し
、
国
語
助
詞
の
所
謂
副
助

詞
や
係
助
詞
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
訓
読
文
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
語
・
語
法
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
旧
稿
で
は
「
と
い
ふ
と
も
」
が
直
接

名
詞
に
接
続
す
る
用
例
は
見
出
せ
て
い
な
か
っ
た
。
改
め
て
調
査
・
検
討
の
必
要
を
感
じ
る
。

（
鬱
　
和
化
漢
文
の
「
縦
」
に
呼
応
す
る
「
錐
」
が
、
「
イ
フ
ト
モ
」
「
イ
ヘ
ド
モ
」
の
い
ず
れ
が
意
識
さ
れ
た
表
記
か
、
或
は
い
ず
れ
で
訓
ぜ
ら
れ
た
か

テ

　

　

　

　

　

　

　

【

に
つ
い
て
は
両
様
の
可
能
性
が
あ
る
。
和
化
漢
文
の
訓
読
と
し
て
は
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
「
5
6
至
千
一
両
之
弊
従
】

ハ

タ

ト

ヒ

イ

フ

ト

モ

ス

ト

ク

ハ

ヘ

　

カ

ヘ

リ

ミ

ヲ

　

　

　

　

ニ

ヒ

タ

リ

シ

ウ

　

《

者
縦
　
云
四
不
三
加
二
其
顧
一
奉
仕
之
志
巳
及
数
年
」
ま
た
、
「
縦
」
と
呼
応
し
て
「
云
」
の
用
い
ら
れ
る
例
が
二
例
あ
る
。
斯
か
る
「
云
」
字

は
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
で
は
「
イ
フ
ト
モ
」
を
表
記
し
、
「
錐
」
の
「
イ
ヘ
ド
モ
」
と
区
別
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
「
縦
」
字
と
の
呼
応
に
お
い
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
傍
訓
に
「
ト
モ
」
を
持
つ
「
錐
」
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
イ
フ
ト
モ
」
で

あ
っ
た
と
見
得
る
。

（
型
　
鈴
木
恵
「
真
福
寺
本
将
門
記
に
於
け
る
助
字
の
訓
法
と
読
添
の
方
法
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
二
輯
）
。
因
み
に
論
者
の
調
査
で
は
、
将
門

記
に
お
い
て
仮
定
表
現
に
用
い
ら
れ
た
「
錐
」
字
は
六
例
存
す
る
が
、
そ
の
内
の
一
例
が
「
縦
」
字
に
呼
応
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
の
附
訓

ノ

ヒ

　

ト

　

ソ

ノ

ヲ

ケ

ム

ル

情
況
を
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
で
確
認
す
る
と
、
「
縦
此
度
雄
勝
向
後
戟
可
忘
L
の
如
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
碓
」
字
に
は
傍
訓
が
施
さ
れ
て

い
な
い
の
で
ど
の
よ
う
に
訓
ず
る
べ
き
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
も
う
一
方
の
「
縦
」
字
に
呼
応
語
と
し
て
「
ト
モ
」
が
補
読
さ
れ
て
い
る
事
実
と
合

わ
せ
て
、
本
稿
で
指
摘
し
た
問
題
と
の
関
係
で
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
空
　
山
口
尭
二
氏
の
『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
（
明
治
書
院
）
「
第
十
三
章
「
て
」
「
つ
つ
」
の
表
現
性
」
に
あ
る
見
解
と
用
語
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い

和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

た
。
以
下
、
「
て
」
の
項
も
含
め
て
、
句
の
連
接
な
ど
に
関
す
る
考
察
は
、
同
書
の
見
解
と
用
語
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
竺
　
こ
こ
ま
で
の
内
容
は
前
注
（
空
文
献
を
参
照
し
た
上
で
論
じ
た
部
分
が
多
い
。

（
2
7
）
　
こ
こ
ま
で
に
参
考
・
引
用
し
た
諸
論
考
が
こ
れ
に
当
た
る
。
特
に
鈴
木
恵
氏
の
「
真
福
寺
本
将
門
記
に
於
け
る
助
字
の
訓
法
と
読
添
の
方
法
」
（
『
鎌

倉
時
代
語
研
究
』
第
十
二
輯
）
は
、
題
目
や
そ
の
内
容
か
ら
見
て
も
本
稿
の
意
図
し
た
内
容
と
重
な
る
。
多
く
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
、
学
恩
に
深

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
や
諸
先
学
の
成
果
を
再
確
認
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
で
き
て
い
な

い
が
、
訓
読
と
い
う
点
で
は
質
の
違
う
資
料
を
対
象
に
し
、
こ
れ
ま
で
と
は
幾
分
異
な
る
観
点
か
ら
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
従
来
の
成

果
に
幾
ら
か
の
新
た
な
報
告
も
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。




